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の測量｡測定器

備度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鐙
付大型両面気泡管等を備えて、水準測量をはじめ

あらゆる測量にこの一台で充分対応できます。

望遠鏡気泡管？両面型5.2％ミラー付

磁石分度：内径70％1．又は30目盛

高度分度？全円1.目盛

水平分度；5分目盛0-bac帰零方式
望遠鏡：12倍反転可能

重量:13009

に

③

たコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器

直線部分は頂点をｲﾝﾄするだけ､7iｲ型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー

スする必要がありません。微小図形から長大図面

まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ

クな姿勢で測定できます｡ﾌiｲ型はあらゆる測定デ
ータを記録するミニプリンターを装備し、しかも

外部のコンピュータやプリンターとつなぐための

インターフェイスを内蔵しています。

〉■直線図形は1頁点をポイントするだけで迅速測定

■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:005mmの高性能

■コートニレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

<特長〉

X-PLANMoｲ〃

■3点ポイントによる円弧処理

■カタカナ表示の操作ガイド

■座標軸が任意に設定できる

■データのナンバリング機能、等
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一

ドイツ(旧西ドイツ)の

外国人林業労働者問題を見て

かいまきんざぷろう

神沼公三郎＊

ⅢⅢlllllll1llllllllllllllllllllllllllllllⅢⅢllllllllllllllllllllll111llllllllllllllllllllllllllllllⅢⅢllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllⅢⅢ|ⅢllllllllllllllllllⅢⅢⅢ|川lllllllⅢⅢⅢllllllⅢⅢlllllllllllⅢⅢllllllllllllll

はじめに バーデン・ビュルテンベルク州フライブルク営林局(Forstdirektion)の労働

問題担当者は，旧西ドイツ（以下，単に西ドイツ）の連邦政府，各州政府ともに

現在まで，外人林業労働者問題に関して独自の施策は持っていないと語っている。

つまり林業行政当局としては，外人林業労働者問題をもっぱら西ドイツの一般的

な外人労働者問題の枠組み，制度にまかせてきたのであるが，それで特段の問題

はなかったと理解しているようである。しかし筆者の見るところ，外人林業労働

者は決して多数ではないものの，毎年一定の人数に達していて，森林施業上それ

なりの役割を果たしている。しかも，1990年春ごろから現れだした旧東ドイツ林

業労働者（もはや外国人ではなくなったが）の問題はここしばらく続くであろう

し，92年にECの経済統合が実現すれば,EC諸国労働者が強いマルクを求めて

大幅に増えることも考えられる。いずれにしても西ドイツにおける外人林業労働

者問題は，ひとつの曲がり角に直面している。その意味で林業行政当局も独自の

政策を持つべき時期だと思う。小論は，こうした外人林業労働者問題の実態を調

査し，西ドイツにおける特徴と問題点を考えてみようとするものである。

外国人労働者の一

般的動向と外国人

林業労働者の人数

西ドイツは1960年代にヨーロッパ各国,地中海沿岸諸国と相次いで二国間協定

を締結し,それに基づいて70年代初頭まで無制限の外人労働者導入政策を実施し

たのち,1973年のオイルショックを契機に基本方針を転換した灘)｡すでに入国して

いる長期滞在者の帰国を促すとともに，新規入国者を基本的に認めず，仮に認め

てもその長期滞在を極力防ぐようにしたのである。その後の推移の中で，新規入

国者を認めない方針はあいまいにならざるをえなかったが，長期滞在の防止方針

はいまも堅持されている。

帰国促進方針によりかなりの外人労働者がそれぞれの母国に帰ったものの，他

方ではすでに長期滞在している外国人が母国から家族を呼び寄せたり，あるいは

西ドイツにおいて結婚，出産するなどして，70年代初頭から今日まで外国人登録

者数は横ばいないしはむしろ微増傾向にある。最近の統計資料によると外国人は

総計で約450万人，うちトルコ人150万人，ユーゴスラビア人60万人，イタリア

人55万人，ギリシャ人28万人，オーストリア人18万人，スペイン人15万人な

どである。

外人労働者の就労先でもっとも目立つのは製造業，建設業である。他の業種と

＊北海道大学演習林
（フライブルク
大学留学中）

林業技術No.5881991.3
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表･1西ドイツの林業労働者数
(単位2人）

１

トミイツ人 外国人

合計

計 うち被教言 計（％） うち襖教育

1985

1986

1987

1988

1989

38,762

39,172

38,961

37,058

33,667

849

800

726

726

667

18,901

18,963

18,713

18.327

17,752

2,848（68）

2,668（64）

2,592（6.2）

2.503（6.3）

2,260（6.3）

41,610

41,840

41,553

39,561

35,927

西ドイツ連邦政府雇用庁資料
｢うち被教育」は西ドイツで専門的林業技術教育を受けた者
カッコ内は「合計」に対する比率

注：1）

2）
3）

比較して，就労外国人の数が群を抜いて多い。1988年の数字では両業種合わせて

99万人，これに次ぐのはサービス業32万人，商業12万人と格段に少なくなる。

両業種の中で全就労者に占める外国人の割合は70年代半ばは15％,最近でも10

％に達している。飛躍的に発展した西ドイツ経済を最底辺から支えたうちの1人

は，外人労働者だったといって過言ではない。

林業の外人労働者がいつごろから出現したのか判然としないが，統計資料がわ

りあいよく整備されるようになったのは最近のことである。連邦政府雇用庁の資

料によると，過去5年間で外人林業労働者は各年ともおよそ2,500人あまり，西

ドイツ人は35,000人から40,000人の間ぐらいで，外国人の比率は6～7%であ

る（表・1)。ただしこの統計は毎年6月30日だけの数字を掲げているので，西ド

イツ人，外国人ともに実態はもう少し多くなるだろう。またこの統計は，社会保

険の加入義務を負う者だけを示しているので，特に外人労働者の場合，意図的に

せよ非意図的にせよ統計数値に現れない人数がいることも間違いない。この点か

らも外国人の人数がさらに増えるのは確実だが，先の営林局担当者は，だからと

いって極端に増えることはないだろうと指摘している。その理由は第一に，西ド

イツの場合，合法の枠内でほぼ自由に外人労働者を雇用できるからであり，第二

に，大事故が起きたとき，非合法の雇用では困るからであり，そして第三に，林

業には固有の技術が要求されるので，林業労働に熟達した素性の確かな外人労働

者を業者としても望むからである。こうした点から，造材業者としても外人労働

者をあえて非合法的に，大量に雇用しようとはしないであろう，とのことである。

とすると，外人林業労働者の実態は表・1の数字からそれほど大きく離れていない

のではなかろうか。最大に見積っても，全林業労働者の1割ぐらいであろう。

外人林業労働者のうちで1年以内の短期滞在者，いわば出稼ぎ型労働者と，1

年を超える長期滞在者の割合については，いまのところ特定できない。表･1の中

に，西ドイツにおいて技術教育を受けた人数が示されている。外人労働者でも西

ドイツで技術教育を受けられ，しかもそれが一定の人数に達しているのは注目す

べき事実である。あるいはこの数字が，長期滞在の外人労働者の実数をある程度

反映しているかと思われるが，この中には，各州政府がヨーロッパ各国の林業労

働者を技術教育のため，1年以内に限って受け入れている人数も含まれていよう。

林業技術No,58819913
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A営林署の事例

いずれにしても，今回の調査で得た事例は，西ドイツ政府の長期滞在防止方針に

合致する出稼ぎ型の外人労働者だけなので，このタイプを念頭に置いて稿を進め

たい。

外人林業労働者の実態を調べるため，シュトゥットガルト営林局管内A営林署

を訪問した。A営林署は18人のドイツ人直営労働者（うち基幹的には11人）を

有し，その管轄面積は国有林3,200ha,団体有林2,600ha,私有林400haの計

6,200haである。周知のとおり西ドイツの営林署は，国有林のみならず団体有林

(自治体有林はこの中に含まれる)も私有林も管轄するが，通常，私有林について

は指導・助言が中心である。A営林署の場合も，私有林の実際の施業を営林署の

直営労働者が代行することはほとんどなく，また施業実績の数量を営林署は把握

していないとのことなので，以~ドの数値において私有林はすべて除外されている。

A営林署管内における1989年の伐採量は，国有林24,000nf,団体有林15,400

㎡,計39,400nfである。このうち造材業者に委託した数量は,国有林4,700㎡(わ

ずかの立木販売量を含む)，団体有林5,000㎡で，それぞれ20%,32%の請負率

である。伐採量，請負量ともにほぼ平年並みといってよい。ところが，1990年は

風倒木整理のため伐採量は大幅に増大し，請負量もやや増加した。国有林36,400

㎡，うち請負量6,400m3(請負率18%),団体有林40,400㎡，うち請負量10,000

㎡(同25％）となっている。この両年の請負伐採量を業者別に示したのが表・2で

ある力､その前に風倒木について少し説明しておこう。

1990年1月下旬から3月上旬にかけて，大型の暴風雨（雪）が断続的に5回，

中部ヨーロッパを襲撃した。シユパルツバルトの最高|峰フェルトベルク（1,493

m)の山頂にある観測所では，最大瞬間風速57m/秒を記録している。そのため，

西ドイツ全体の年間伐採予定量はおよそ3,000万nfなのに,6,500万nfに達する

風倒木が発生した。

暴風雨が過ぎ去ったのち，虫害の発生を防ぐため各地で直ちに整理伐採が開始

された。被害の少なかった営林署から大きな被害を受けた営林署へ直営労働者を

派遣したり，西ドイツ軍隊の応援を仰いだりするとともに，例年以上に外人労働

者を数多く導入した。3月7日の新聞は，バイエルン州ではオーストリア，スイ

ス，チェコスロバキア，旧東ドイツ，スカンジナビア諸国の労働者たちが早くも

風倒木整理にあたっていると伝えている。バーデン・ビュルテンベルク州では特

に北部地域で被害が大きかった。筆者があえてシュツットガルト営林局を訪れた

理由も，その点にある。

表･2に戻ろう。最近2年間にA営林署管内で請負伐採に従事したのは，ドイツ

人2，外国人4の計6業者である。外国人はユーゴ人2，オーストリア人2の4

業者から成る。4業者全員がすでに西ドイツの長期的な滞在許可を取得し，住居

も構えている。オーストリア人(1)業者はオーストリアでは製材業を，西ドイツで

は造材業を含む手広い営業を同時に実施していて，バーデン・ビュルテンベルク

州内関係者の間では評判の外国人業者である。すでに1973年10月から西ドイツ

での営業実績がある。

材曹業技術No.5881991.3



表･2A営林署における造材業者の請負伐採量

墓、雪
ドイツ人(1)

ドイツ人②

ユーゴスラビア人(1)

ユーゴスラビア人②

オーストリア人(1)

オーストリア人②

計

(単位：㎡）

19891990

国有林｜団体有林｜計国有林｜団体有林｜計

(300）

1,200

1,200

500

1,500

4,400
(300)

1,500

1,000

2,500

5,000

(300)

2,700

2,200

3.000

1,500

9,400
（300）

1,000

1,200

1,200

3,000

6,400

注：1）営林署長より聞き取り調査
2）カッコ内は立木販売を受けた数量

4,000

1,500

1,000

3,500

10,000

5,000

2,700

2,200

3,500

3,000

16,400

1989年にユーゴ人業者(1)と(2)はユーゴ人労働者を2人ずつ雇用し，オーストリ

ア人業者(1)と(2)はオーストリア人労働者を3人ずつ雇用した。これらの4業者が

他の営林署管内で他の外人労働者を雇用したかどうかは確認できなかったが，と

にかく1989年のA営林署管内で働いた外人労働者は10人である。ただし，オー

ストリア人業者(2)は自らも働くので，外人労働者を11人と数えることもできる。

1990年も4業者とも前年と同じ労働者を雇用し，さらにオーストリア人業者(1)

はチェコ人労働者3人，ユーゴ人労働者1人を，オーストリア人業者(2)はユーゴ

人1人を新たに雇用した。そのため外人労働者は計15人（ないしは16人）だっ

た。両年を通じて,1990年に新たに雇用されたユーゴ人労働者2人だけが母国か

ら集材用トラクターを持ってきていて，あとの外人労働者は機械持参ではない。

いずれも業者所有の機械を使用している。

これらの外人労働者は全員が数カ月間の滞在である。つまり西ドイツ政府から

1年間の滞在許可と労働許可を与えられて，あらかじめ指定されている業者（つ

まり上記で説明した業者）の下で働き，そして1年以内に母国に帰る。翌年また

同じ手続きを経て西ドイツにやってくる。

営林署の直営労働者の平均的賃金を時間賃金を基準に例示すると，1時間当た

り18～19DM,1カ月3,200DM程度である。しかし実際は，少し割高に設定さ

れている出来高賃金の金額と諸手当が加味されるので,3,500～3,800DM/月に

なる。家族4人を想定するとこの金額は，現在の西ドイツでは生活の最低水準を

やや上回るところといえよう。

外人林業労働者については，営林署が造材業者と取り交わした89年10月の契

約書に，1時間当たり12.53DMの時間賃金を業者が労働者に払うと記入されて

いる。また出来高賃金を時間当たりに換算すると，通常は25DM/時間ぐらいで

あるが，極端な場合は40DM/時という例もある。肝心の1カ月の取得賃金水準

に関しては確認できなかったものの，営林署直営労働者に比較して外人労働者の

時間賃金が低いにもかかわらず，時にかなりの出来高賃金を取得している事実を

見ると，肉体的に強度な労働に従事していることが容易に想像できる。

日本人から見て気になるのは，言葉の問題である。各業者が母国の労働者を雇

5
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外国人業者の機能

一むすびにかえて

用するときは当然ながらなんの問題もない。チェコ人は3人のうち2人がドイツ

語を話す。ユーゴ人も北部地方出身者が多いので，ドイツ語にそれほど不自由は

ない。中部ヨーロッパでは，ドイツ語が案外広く通用するのである。ただしユー

ゴ人の中に2人ほどドイツ語のできない労働者がいるが，しかし英語はできる。

何かの折に営材署長と会話するときは英語を使用しているとのことだった。全体

としては，それぞれの母国語，ドイツ語，英語を用いて，各チーム内でも，ある

いは営林署員などドイツ人との意志疎通においても，基本的に問題を解決してい

る。この点で筆者がつくづく感じるのは，ヨーロッパの言語は互いの距離が非常

に近いということである。

西ドイツ人にせよ外国人にせよ，西ドイツに在住する企業，業者が具体的に外

人労働者を雇用するときの手続きは，まずその業者の所在地域を管轄する連邦政

府労働局に申請書を提出する。これを受けて労働局は，外人労働者送り出し国に

設置されている西ドイツ連邦政府雇用庁の出張所に連絡し，出張所は自らの責任

において外人労働者を人選して西ドイツに送り届ける鯵》･

林業の外人労働者もこの手続きを経て雇用されている。西ドイツ林業全体では，

ドイツ人業者がドイツ人や外国人を雇用したり，外人業者がドイツ人や外国人を

雇用したりと，雇用形態はさまざまであるが,A営林署管内では，たまたま外人

業者が外人労働者を雇用していた。ドイツ人業者が外人を雇用する場合でも，す

でに長年の実績を持つ業者の下には外人労働者が安心して集結するようであるが，

さらに外人業者が外人労働者を雇用する場合，ましてや業者と労働者が同国人で

あれば，意志疎通と人間関係はいっそう円滑になるであろう。このような意味で

A営林署管内の外人業者は，外人労働者から厚い信頼を得ているといわれている。

そしてまた外人業者のうちの特にオーストリア人業者(1)は，先の行政的な雇用手

続をする一方で，必要に応じて母国と西ドイツの間を往復し，母国の労働者と連

絡をとり，いわば事実上の「雇用庁」の役割を演じている。林業行政当局が特段

の施策を保有していなかった分だけ，外人業者の活躍する余地があったのかもし

れないが，いずれにしてもこの業者の行動は，外人業者の果たし得る機能の点か

ら注目されてよい。

今回の限られた調査から見る限り，西ドイツの外人林業労働者問題には彼らを

雇用する業者，特に外人業者の存在が重要な位置を占めている。林業行政当局と

しても外人業者の行動様式を十分に分析し，西ドイツにおける林業労働者問題の

中にそれを正当に位置づける必要があるだろう。

注）（財）日本総合研究所『NIRA研究叢書外国人労働者の受容と共生に関する研究』

No.890059,1990年

く完＞
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’ 長塚耀一

林材業の労働力対策を考える

’
深刻化する人手不足

山村地域における人口の減少等に伴い，林業・

木材産業の労働力は,昭和30年代からほぼ一貫し

て縮減するとともに高齢化を続けてきた。総務庁

の労働力調査によれば,林業就業者は,昭和50年

の22万人から平成元年には12万人に減り，また，

その年齢構成を見ても,前回(昭和60年)の国勢調

査で,すでに50歳以上が6割に達している(図・1)。

この傾向が続けば，戦後の拡大造林地が収穫期

を迎える21世紀初頭には，林業就業者は現在の

1/2の数万人規模となり，しかも極端な高齢化が

進んで，林業・木材産業の生産活動や森林の公益

的機能の維持・拡大にも支障が生じることが憂慮

されている。特に，近年国内経済の長期的な好況
ひっぱく

のため，産業界全般に労働力の逼迫感が高まる中

で，林材業界における労働力問題はますます深刻

化している。

しかも，最近の人手不足現象は，今までのもの

とはかなり質が違うように思われる。ひとつには，

わが国の人口の急速な成熟化につれて，労働人口

全体の年齢構成が大きく変化しようとしているこ

とがある。平成元年には国民の平均寿命がさらに

伸び，男女とも世界最高になると同時に，出生率

は過去最低となった。21世紀の初頭には，若年労

働力の激減などの構造的な問題が生じ，わが国の

社会・経済活動に大きな影響を与えるといわれて

いる。

また，近年国内経済の安定化，職業選択の多様

化等を反映して，新規学卒者の金融・サービスな

ど第三次産業への就労が拡大を続けており，直接

モノを作る第一次，第二次産業，特に「きつい，

きたない，きけん」な部門を敬遠する若者が，し

だいに増加する傾向にある。

このような情勢の中で，各産業部門が競って企

業イメージのPR,就労条件の向上等により，人

材の確保に努めているわけである。林業・木材産

業としても，深刻な若年労働力の減少などが懸念

される21世紀初頭に向けて,必要な労働力の新規

参入を図ることが，国産材時代実現のために必須

の要件といえる。森林所有者・林業事業体・行政

機関など，関係者が一致協力して，従来以上に労

働力問題に重点をおいた，強力な地域林業対策を

推進することが急務となっている。

就労の現状

ところで，林材業労働の就労条件の現状はどう

だろうか。林材業は労働集約的な屋外作業が主で，

万
叩
人 ％

印59％

”
［

50

０
０
３
２
林
業
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業
者
数
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20
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図･1林業就業者数等の推移

(資料）総務庁「労働力調査｣，「国勢調査」
（注）林業就業者数とは，月末1週間に主として
林業に就業した者の年間平均数である
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平成元年
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機械化・自動化が遅れており，急傾斜地の不安定

な足場で，重量物を人力で扱う作業が多いことか

ら，重筋労働が多い（きつい）うえに，他産業と

比べて労働災害の発生頻度が格段に高い（危険）

産業部門となっている（表・1)。また，林地では，

炎天下や降雨・降雪時の作業が避けられず，製材

所などでも騒音，ノコクズが多いなど，決して清

潔な作業環境とはいえない（汚い)。このように，

林材業の現実は，若者に嫌われる職場の条件（3

K)が，残念ながら3つともそろっている。

これに加え，賃金や雇用期間に関しても基本的

な問題が存在している。小規模な森林所有や間断

的・季節的な就労形態などのために，林材業は兼

業的な面が強いことが挙げられる。その結果，林

材業の労働は，雇用される側にとっては，地元で

の臨時的な収入源として，また雇用する側にとっ

ても，農繁期以外はいつでも得られる，低廉な兼

業労働力として，山村地域において長年にわたっ

て定着してきたといえる。

したがって，林材業の現場作業員のうち，月給

制で通年雇用されている者の割合は少なく，日給

ベースの賃金で年に数カ月間だけ雇用される者が

多数を占めている｡昭和63年度に森林組合に雇用

された者について見ると，年間の平均就労日数は

約70日であり，また,月給制で通年雇用されてい

る者は，作業班員のうちの2％となっている。林

材業に従事した収入だけで生計を立てる専業労働

者はごく少数で，林材業の労働力のそうとう部分

は，山村地域の農林家の副業として担われている

のが実態といえる。

このようなことから，林材業の職場には，兼業

的な従事者が主体を占めるものが依然として多く，

各種社会保険，退職金など，大企業の月給制サラ

リーマンのような，安定的な身分保障は期待でき

ない状況にあり，このことが，若者の新規参入を

阻害する大きな要因の1つになっている。

人材確保の要件

それでは，林材業の労働力を確保するためには，

今後どのような方策力堵えられるのだろうか。ま

ず第一に，「きつい」rきたない」「きけん｣の3K

表･1就労条件の対比

木材・木製
吊勢浩業

林業 建設業 全製造業

労働災害度数率
(100万労働時間当た
り死傷者数）

11.68
(859）

６
の
９
４
１
．

5．17
(380)

６
Ｊ
３
伽
１
．

賃金
(千円／月）

申
、
ノ

３
ザ
２
４
１
く

４
＄
５
９
２
く

７
の
５
９
２
く Ｊ

４
０
７
０
２
１く

労働時間
(時間／月）

110。
(61零）

191.6
(105）

1957
(108）

1818
(100）

週休制
(なんらかの2日制）

その他

３
Ｊ
７

４
髄
５

５
く
４

０
Ｊ
ｏ

ｆ
〃
Ｑ

４
く
５

９
の
１

６
０
８

８
．
１

(資料)労働災害度数率：労働省｢労働災害動向調査｣,賃金：

労働省｢毎月勤労統計調査年報」「林業労働者職種別賃金調査
報告｣，労働時間および週休制：労働省｢賃金労働時間制度等
総合調査報告」

（注)①週休制：単位は適用制度別労働者数の百分率(％)，
②林業の＊印は，年165日（森林組合伐出班平均実績)’’日
8時間出役として，「林業労働者職種別賃金調査報告｣の伐出
作業者1日当たりの賃金を用いて算出，③カッコ内は全製造
業を100としたときの各産業区分の指数,④調査時点はすべて
昭和63年

を返上する必要がある｡すなわち,作業の機械化・

自動化などの合理化を積極的に進めて，労働強度

を軽減し，安全で快適な作業環境を整えるととも

に，労働安全衛生に対する経営者・従業員双方の

認識をいっそう高め，無災害運動の徹底・定着化

などにより，労働災害のない安全な職場作りに努

力することが不可欠であろう。重筋労働や労働災
ふっしょく

害などマイナスの産業イメージは,速やかに払拭

しなければならない。

次に必要なことは，従業員のうち，副業でなく

専業としての就労を希望する者については，少な

くとも他産業並みに就労条件を改善し，新卒の若

者が安心して就職できるようにすることである。

雇用形態は日雇いから通年雇用に改め，賃金も月

給制で平均的勤労者の年間所得額が保証される水

準にまで高めていかなければならない。このほか，

勤務時間，休日(週休二日制，有給休暇等)，労災

保険，雇用保険，厚生年金，健康保険，退職金共

済，各種手当等々，枚挙にいとまがないほど多数

の条件整備が求められている（前掲表･1)。

林業技術No.5881991.3



しかし，これらの就労条件の改善は，いずれも

事業体にとって経費のかかり増しとなるわけであ

る。伐出事業についてのある試算では，社会保険

加入の拡大と月給制の導入だけで,人件費が約45

％増になるという結果が出ている。他産業に比較

して林材業の人件費率が高いこともあり，現在の

平均的な林材業事業体の経営基盤では，このよう

な大幅な経費増に対処することはきわめて難しい

のが実情ではなかろうか。

そこで，実際に就労条件を改善し，労働力の確

保を図るためには，雇用主である事業体において，

事業量の安定的な確保や生産性の向上など，経営

基盤の抜本的な強化により，高い人件費を負担で

きる企業的な経営体制を確立すること力罰ぜひとも

必要になる。

先進地の取り組み

現下の厳しい経営状況の中で，国内のいくつか

の地域では，労働力の確保を図るための思い切っ

た取り組みが，次々に開始されている。これらは

いまだごく限られた事例にすぎず，始まったばか

りのものが多いが，その内容を見るとほとんどの

地域に共通しているのは，

①事業活動の将来にわたる維持･発展には，今

から若年労働力の新規採用・定着を図ることが必

須と認識し，次代の中核として必要最小限の若手

の人材を，月給制，通年雇用，かつ，勤務時間，

休暇，諸手当，社会保険，退職金等についても，

ほぼ町村役場職員並みの処遇で計画的に採用して

いること。

②雇用の安定，生産性の向上等を図るため，林

材業だけでなく，森林土木，造園，建築，機械作

業受託など，業務を多角化するとともに，各種資

格の取得を奨励して，職員の多能工化と機械力の

導入を積極的に進めていること。

③業務の多角化や企業的管理体制の確立のた

めに，若年労働力による事業実行組織として，株

式会社または第三セクターを設立し，これを町村，

森林組合など地域が一体となって，資金,事業発

注等により強力に支援していること。

などであり，いずれも今後，労働力確保対策を

9

進めていくうえで，重要なポイントを示唆してい

ると思われる。

避けて通れない伐出の計画化

ところで，このような取り組みが成功し，全国

的に拡大・定着するためには，なおいくつかの問

題点が残されている。例えば，伐出作業の機械化

ひとつをとっても，タワーヤーダ，プロセッサ，

ハーベスタなどの高性能機械を有効に活用し，低

コストで安全性・収描生の高い作業方式を推進す

るためには，事業量の安定的な確保が最大のポイ

ントとなる。しかし，わが国の零細・分散的な林

地所有形態の中で，この種の機械の利用効率を低

下させないような，一定地区内の事業規模（伐採

ロット）を恒常的に取りまとめていくことは，そ

うとう難しいものと考えられる。

従来から林業生産の合瑚このために，森林施業

の共同・計画化が推進されてきた力蛍，わが国の林

業を取り巻く諸条件,すなわち,経営規模10ha*

満の林家が戸数で95％，林地面積で約50％を占

めるという林業経営単位の零細性と，森林資源が

未成熟なこと，林木の収穫適期が数十年以上の長

期にわたること，さらには，これらに起因する兼

業的な性格の強さなどから，個々の林業経営者の

森林施業を共同化し，計画的な事業として実施す

ることには，なかなか難しい問題があった。

零細な森林所有者は，これまで森林施業といえ

ば造林作業が主体であり，施業の共同化も造林に

限られ,収入の伴う伐出事業については,個々の林

家の家計に左右される面もあって，計画出材など

の形で施業共同化の実効が上がっている地域は，

ごく一部に限られている段階にあるといえる。

しかし，所有林分が成熟して森林施業の中で収

穫の占める割合が増す中で，労賃の上昇や，労働

力の不足傾向が強まる一方，高性能な林業機械の

開発も進み，わが国の林地に適した機種が実用化

されるようになった。高能率高賃金時代に対応し

た林業生産活動を維持するためには，共同化によ

る伐採ロットの拡大と事業量の計画的な確保を図

って，伐出作業の機械化・生産性の向上を早急に

推進することが，どうしても避けて通れない大き

林業技術No.5881991.3
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な課題となっている。

地域の協調で魅力ある職場に

流域・市町村など一定の広がりを持った森林地

域内で，関係者の協調によって，ロットの拡大・

事業量の計画化と事業実行体制の合理化を図るこ

とは，林材業における就労環境の改善や，若い優

秀な人材の新規参入を図るための大きな原動力と

して不可欠と考えられる。地域内の協調による合

理化計画と安定した事業量に基づいて，各事業体

は，協業・合併・規模の拡大・機械装備の高度化

など，経営体質を強化することが可能となり，こ

れを基盤として安全管理体制の拡充や雇用関係の

近代化，月給制の採用など，新規学卒者にも魅力

のある就労条件の確保を図ることができるからで

ある。

また，国産材販売上の最大の難点は，契約ベー

スで一定品質の大量の材を継続・定量的に供給す

ることが困難なことであり，このことが，住宅産

業などで国産材ｶﾖｴ業原材料として本格的に利用

されるに至らない大きな理由の1つと思われる。

したがって，伐出の広域的な共同化によって，ロ

ットを拡大するとともに計画的な事業量を確保し

て，国産材を継続的，定量的に供給する体制を整

備することは，国産材の市場競争力を高めるうえ

でも，きわめて重要な課題となっている。

以上のことから，流域・市町村などを単位に，

施業，特に伐出作業の共同・計画化を推進するこ

とは，労働力確保の観点からも，国産材の競争力

向上の観点からも緊急の課題であり，これを効果

的に進めるための強力な指導・助成が必要である。

例えば今後，造林・林道・作業道・機械施設な

ど生産基盤の整備を進めるにあたっては，流域・

市町村など一定の広がりを持った森林地域内の関

係者の協力体制が整い，伐出の計画的な実行やこ

れによる林材業事業体の体質強化，就労条件の改

善などが確実なものを最優先して助成するための，

指導システム等が重要になろう。

また，過疎化を防止するために若者の定住を図

ることは，林材業が立地する山村地域の多くの市

町村にとって，行政上の最大の課題となっている

が，もし，森林という地場資源を活用して若者に

魅力ある職場を拡大できれば，地域の活性化のた

めにも大きな効果がある。そこで，市町村等地域

の行政組織が中核となって，林材業への若年労働

力の定着や，そのための就労条件の向上，事業体

の企業的体質の強化，伐出の計画的な実行等を目

標とする，地域ぐるみの協力体制を確立すること

がぜひ必要である。

これらの目標を達成するために，国有林・公有

林をはじめ流域内の森林の所有者（不在村者を含

む)，森林組合，生産森林組合，素材生産業者,製

材・流通業者，パルプ・チップ業者，住宅産業等，

関係者が小異を捨てて一致協力し，有機的な流域

森林産業システムを確立しなければならない時期

にきている。

伐出の計画化等の地域的な取り組みによって，

林材業関係の事業体の経営体質を強化し，若者が

安心して就職できる就労環境を，一刻も早く整え

ることが，長期かつ抜本的な労働力確保の決め手

と考えられるからである。

（ながつかよういち・林野庁森林組合課/監査官）

森林航測星奎誉薔辮議順定価5"円,税"円(〒込）
＊第163号（最新号）：｢植生と土壌｣の連載を終わって〔宮川清〕／森林･林地の遠隔探査技術一現
状と応用〔沢田治雄〕／衛星データによる森林食葉生昆虫の被害地の計測一ランドサットデータによるブナ

の大量枯損地域の計測〔鎌田直人〕／ラジコンヘリコプターを使用したウダイカンパの単木識別〔加藤正人〕／
衛星リモートセンシングによる熱帯林の調査一熱帯林管理情報システム整備事業〔渡辺宏〕／衛星写真判
読による土地利用図の作成〔佐藤哲夫〕

◎お求めは，日林協事業部(E03-3261-3826,1階直通）まで

林業技術Noa5881991.3
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渡邊定元 ’

地球濡暖上と・イ温帯林北方林

1．はじめに

地球温暖化と森林問題は，年間1700万haに達

する熱帯林の減少の事実')からして,最近,熱帯降

雨林の消失・劣化の問題は，国家間，特に南北問

題として，先進国と開発途上国間の政治・経済の

主要課題となっている2)'5)｡地球環境管理のうえで

熱帯林対策は緊急を要するが，当事国の政治・行

政の抱える諸問題や技術的に見て解決すべき点が

多く，実効が確保されるのには時間を必要とする。

これに対し温帯林・北方林は，①対象地域が先進

国に多く，また発展途上国であっても，目的とす

る森林管理計画の実施が可能であること，②森林

造成は超長期にわたる資金の投入を必要とするが，

国策として実行可能な国が多いことなどの社会的

条件力堪備されており，また，地勢的条件として

は，③周北地域等は陸上生態系の中で面積が広域

であるため，造林，天然林保育管理の成果が期待

できること，④ソ連・東欧・カナダ等林分構成よ

り見て森林現存量を高められる地域が広がってい

ること，⑤温暖化によってツンドラ潅木原の発達

している亜寒帯地域での高木林化が期待でき(I

PCC:ソ連・フィンランド:50%,カナダ:33

％の生産力向上予測3))，森林地域は拡大し，かつ

森林の成長量の増大が期待できる地域が多いこと

などの理由のほか，以下本稿で述べる事由によっ

て速やかに造林や森林管理を行えるなど，森林内

容の充実にかかわる具体的な対策を立て，実行に

移すことが可能である。

木材は再生できる循環エネルギーであることか

ら，地球温暖化の時代ではクリーンエネルギーと

して人類から再認識されよう。また，住宅等の構

造物や書籍は,CO2を炭素として固定したもので

あることから，木材の使用もこの視点から評価さ

れよう。このため，森林を極端に破壊して獲得し

た木製品や木材エネルギーは，自然環境の保全上

より非難を受けようが，自然にやさしく,森林が

発展持続するよう合理的に木材を採取できる森林

管理は，国民から支持され受け入れられるように

なる。林業技術は，この立場からひとつひとつ検

討．評価する必要がある。2'世紀の森林管理は,

気候帯等自然環境により，また,それぞれの国の

置かれた立場により異なったものとなろうが，自

然の多様性を維持しつつ，経済性の優れた技術が

要求される。

本稿は，社会･経済的に見て，少なくとも2'世

紀までの10カ年間の近未来は,森林の造成維持の

実効が確保されるのは，熱帯林よりも温帯林・北

方林であると考え，地球温暖化に関連する森林問

題について，具体的・実践的対策を提示する意味

で，この問題を学術的立場から，①地球生態系進

化，②熱帯林と温帯林・北方林の自然的特性の比

較，③森林管理技術等の視点より，わが国をはじ

め世界の冷温帯．北方林帯における有効な施策を

提示するものである。

2．森林生態系の進化と温帯・北方林の立場

(1)熱帯降雨林の物質循環

生態系は植物一生産者，動物一消費者，細菌・

菌類一分解者より成る循環系である。好ましい環

境下にある極相の成熟した森林では，植物の純生

産量と被食量十枯死量は等しくなるので4)，現存

林業技術No.58819913
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量は一定の水準を維持している。一般に地球の生

態系は物質循環の調和がとれている。陸上生態系

の中で森林の繁茂している所は，温・湿的に見て

生物種の生存にとって好ましい所である。特に熱

帯降雨林は，もっとも種多様性に富み，植物が繁

茂し純生産が高く，地球上の生態系の中で生物の

系がもっとも高度に発達している所である。ヨー

ロッパや北アメリカ中部の温帯林では，数km2に

4～5種の高木しか見られないこともあるのに対

し，熱帯降雨林では，同じ広さの所に数百種も生

えていることがあり，密林の中で同じ樹種の高木

を見つけるために，1～2km行かなければなら

ないこともしばしばである7)。

この熱帯降雨林の第二の特徴は，種多様性が地

表部でなく林冠層にあることで，，種の植物に数

種の昆虫等固有の消費者が生活しており，物質循

環は林冠部で行われているといっても過言でない

ことである。落葉は年間を通じて行われ，しかも，

これらは倒木とともに白蟻の食料として消費され，

土壌に還元されない｡白蟻の体内には体重の50％

に及ぶ分解菌が生息しており，白蟻は消費者と分

解者の共生体である。

こうした理由等により，熱帯降雨林の第三の特

徴は，土壌層への腐食の堆積が少なく貧弱なこと

である。また，これは熱帯降雨林の種多様性は樹

上部にあって，生物にとって必要な無機成分を土

壌から林冠層に転移させており，ほとんどの炭素

は地上部に存在していることを意味する。

熱帯降雨林の物質循環の視点より見たこのよう

な生態学的特性は，生産者・消費者．分解者の3

者が非常にバランスよく生存していることを意味

し,また，土壌層への集積量の少ない生態系が熱

帯降雨林であるといえる。

(2)森林生態系の進化と炭素の集積

生態系週bの立場より現代の森林生態系の物質

循環の特性を明確化することは，森林の炭素集積

についての機構を知るうえで重要である。4億年

に及ぶ陸上生態系の歴史の中で，温暖．多湿の気

候下で，熱帯降雨林のような物質循環が完全に調

和がとれていた自然が過去に存在していれば，下

林業技術No.5881991.3

等維管束植物時代，例えば，3億年前の木本性ト

クサ・ヒカゲノカズラ類の大森林時代に，大量の

石炭の集積が行われなかったであろう。この時代

の代表的消費者は，両棲類やトンボ等の昆虫であ

って，木の葉や幹を食い尽くしてしまうことはあ

り得なかったであろうし，また分解者である菌類

は，水辺に倒れた主幹部を無機化してしまうこと

はなかったに違いない。

温・湿的に生育環境が良好で，かつ資源が大量

にある中で，資源を消費・分解してしまう菌類が

存在しなかったのが，3億年前の生態系である。

古い時代ほど動物類による植物の消費は限られ，

生態系は物質循環のうえからバランスがとれてい

なかったものと考えられる。陸上生態系は，植物

優勢の時代を経て，植物を大量消費する動物，菌

類の適応進化が徐々に行われていったものと思わ

れる。

こうした視点から生態系の物質循環を見ると，

地球上の生命の歴史のうえで3者がバランスがと

れたのは,少なくとも被子植物の発達した6000万

年以降の，植物と動物とが共進化した比較的新し

い時代と見ることができる。3億年前の植物大繁

茂時代から現代まで，地球上での炭素の集積は，

時代が新しくなるに従いしだいに減少してきてい

る。生態系は徐々に生産者・消費者・分解者のバ

ランスがとれるように進化した。現代の熱帯降雨

林は，土壌層にほとんど炭素が集積されないまで

に物質循環が円滑に行われており，また，亜寒帯

から温帯地域にかけては泥炭層や森林土壌層に炭

素の集積が行われている。よって，生態系進化の

視点より物質集積のしかたを見ると，北方地域は

土壌層に炭素を固定集積する機能力苗優れ，系の進

化的に見て相対的に古い形を残しているものとし

てとらえられる。

このことを地球環境管理の立場から評価すると，

熱帯林の炭素蓄積は，現存量そのものであるが，

冷温帯や北方林帯では，現存量のほかに土壌に炭

素の固定が行われており，長期的に見るならば，
炭素集積力が優れ温帯林や北方林の機能を軽視で

きない。



(3)森林現存量の循環期間

熱帯林の現存量は温帯林・北方林に比べて高い

ことから，熱帯林の炭素固定総量は高く，また純

生産量も高いので固定効率も高い4)'8)。しかし，各

森林帯の森林現存量の循環期間（現存量/純生産

量）は，22～27年とほぼ等しく，熱帯，北方林と

もにあまり変わらないことを示している。しかし，

この現存量・純生産量は森林が成熟し，健全に保

たれているときのもので，森林が破壊されたり，

劣化した場合のものではない。

熱帯森林は，火入れや放牧等により破壊されて

しまうと，再生は技術的に非常に難しい。これは

土壌に腐食層が乏しいうえに，高温多雨の結果速

やかに養分は溶脱されてしまい，アルミニウムと

鉄の酸化物を多く含むきわめて酸性の強い土壌と

なり，酸性化した土壌は，植物の生育に適さない

ことによる。この状態での森林の再生は，樹種の

選定，肥料分の補給等技術的に解決すべき課題が

多く，経費と労力を必要とする。これに対し，温

帯林・北方林では，森林は自己剛巴を行うといわ

れるように，土壌形成作用の効率が高く，森林再

生にとって必要な養分を集積させる。

以上，熱帯林と温帯林・北方林とを比較すると，

良好な森林状態では熱帯林の現存量・純生産量は

高いけれども，森林が劣化したり，破壊された状

態からの再生は，温帯林・北方林帯のほうが高い

能力を有し，森林再生の循環効率も高いといえよ

う。また，熱帯林の再生は温帯林・北方林に比較

して高度な技術を必要とする。

3．温帯林・北方林の自然的特徴

(1)垂直分布と水平分布

CO2の固定化の立場から見ると，温帯･北方地域

の閉鎖林は18億ha,熱帯地域のそれは12億haで

あって，温帯林・北方林の面積が大きい。地球環

境管理の立場からは，前者の森林管理も重要であ

る。IPCCによると3)温室効果ガスの増加に伴

い,地球温暖化は今後80年間に平均気温3.5℃上

昇すると予測している。

温暖化の植物に与える影響は，垂直分布と水平

分布とでは異なる。垂直分布と水平分布とは相観

13

的にはよく似ているが，植物帯を構成する種間関

係や種特性が，両者で基本的に異なることによる。

前者は種間のすみ分けが地質等立地条件に応じて

きちっと行われるのに対し，後者は日長の影響を

受け種特性が変わり，かつすみ分けは明確でなく

なる。また，これらは北方ほど顕著となる。

垂直的には温暖化によって植物の適性生育域は

約600m上昇するが，すみ分けは種間関係によっ

て決まるので，徐々に行われよう。また非常に影

響を受けるのは高山帯である。水平的に気候帯は

北方に数百キロ移動するとしている。温・湿的最

適域が数百キロ北に移動した植物帯は，日長の要

因が加わり植物の種特性は大きく変わる。長日長

と湿潤気候と気温の上昇は，北方植物の成長を促

進させ,現存量の増大が見込まれる｡CO2固定機能

の増大は特記したい。

なお，温暖化に伴うわが国の植生の変化につい

て，安田は東北・北海道の日本海測が乾燥すると

しているが'0)，これはヒプシサーマル期の花粉分

析結果の解釈の誤りで，冬降水量の多いことには

変わりない点を指摘しておこう。

樹木に限らず，北方地域の植物相，特に泥炭植

生はCO2を効率よく固定化する｡例えば,北海道東

部パイロッ1，．フォレストの近くを流れるベカン

ベウシ川沿いには，キタヨシ原が発達しているが，

その成立の歴史は，縄文海進期以降の海退によっ

て生じた河川の流れの天井川化に伴いあふれだし

た低水面に，まずキタヨシ群落が発生し，低位泥

炭層を形成させた。その後天井川化が進むにつれ

てキタヨシ群落が発達し，約6,000年間に9mに

及ぶ泥炭層が発達した鋤。このことは水位が徐々

に上がるとヨシ群落が発達し,CO2を泥炭として

固定する機能を持っていることを物語っており，

北方地域の湿原では温暖化に伴いヨシ泥炭が発達

することｶﾖ予測される。北方地域は温暖化により

CH4,CO2の発生を予測し危倶しているが,森林や

湿原のままにしておく限り，炭素固定機能は優れ

ているものと考えられる。

(2)温帯林・北方林の森林管理

熱帯林との比較において温帯林・北方林の自然

林業技術No5881991..3
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的特徴は，①降水量が相対的に少なくなっても，

湿潤な気候が保たれ，熱帯や亜熱帯では砂漠・ス

テップとなる乾湿度でも森林が成立し，森林地域

が広域に広がり，また降水的環境傾度の幅が少な

くなること，②落葉落枝の分解が遅く，腐植が堆

積し，土壌形成作用が相対的に高く，炭素の集積

が行われ，土壌保全管理の容易なこと，③四季が

あって，冬季には植物の生育休止期間があること

が挙げられる。

また，森林構成種の特性として，④種構成が単

純で，かつ，ほとんどの樹種が経済的に見て有用

樹種であること，⑤主要樹種の周極第三紀要素は

北半球共通属が多いため，これまで先進国で蓄積

してきた森林管理技術に普遍性があること，また，

⑥各々の樹種についての生態・生理・病理に関す

る種特性の研究や，⑦ソ連をはじめ，土壌・立地

に関する多くの研究の蓄積があり，さらに⑧多く

の研究機関でポプラ属，カラマツ属，シラカンバ

属等の交雑育種が行われ，今後，地球環境の変動

に応じた環境に適応できる樹種の選抜が可能な体

制が整備されているなど，基礎的研究の蓄積があ

ることを指摘できる。

また,具体的な森林管理技術を見ると,⑨更新・

保育・育林・間伐・択伐等の施業管理技術は確立

しているか，ある水準に．まで到達しており，⑩天

然林施業・複層林施業等の高度の森林管理技術の

実用化のメドがついていることである。

これらのうち，土壌保全は地球環境管理の重要

事項の1つである｡陸上炭素の60%は土壌中にあ

るとされる。IPCCは3),温暖化の問題点の1つ

として北方林地域の泥炭・土壌が農業化によって

CH4,CO2が発生し温室効果に寄与していること

を挙げているが，森林や沼沢にしておくかぎり，

土壌中の炭素のガス化は防止できるものと考える。

(3)森林管理技術の2つの方向

温帯林・北方林のこれからの林業技術は，①高

蓄積の健全な林型が維持され，かつ常時良質の木

材収穫ができる経営仕組と，②きわめて成長量が

高く，短伐期の農業的林業が可能な森林の造成で

あろう。前者については，皆伐一斉林の林業経営

林業技術No.5881991.3

よりも単位当たりの労働投入量が少なく，経済性

の高い技術が確立されると,林業家より21世紀に

向けた新技術として評価され，普遍化されること

が期待できる。後者は，例えばシラカンバが年13

t/haの生産量を上げられることが解明され9)9ポ

プラなどとともに有望な短伐期林業横潅として注

目されるようになると，燃料をはじめ飼料や工業

原料用として，道路・河川や耕地沿いのほか，農

地や放牧地の活用の方途が開けよう。これらは温

帯林・北方林帯で即応可能な効果的なもので，い

ずれも地球環境管理上有効な森林管理樹術である。

地球温暖化の原因が温帯・北方地域の化石燃料

の消費にあるならば，日本を含め温帯林・北方林

帯における森林内容の充実を図る対策を早急に樹

立し，実行に移すべきである。また，こうした施

策の実施は，多くの国での雇用を創出することが

できる。

（わたなくさだもと．東京大学農学部附属演習林）
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’ 亀澤玲治

平成3年度林業関係予算案の概要

1．一般会計予算の概要

わが国の森林は，木材の生産はもとより，国土保全，

水資源のかん養等の公益的機能の発揮を通じ，安全で

潤いのある国民生活の基盤として重要な役割を果たし

ており，特に，近年では，このような森林の役割に対

する国民の要請はますます多様化，高度化している。

しかしながら，その一方で林業・山村を巡る情勢は，

担い手の高齢化，過疎化の進行等一段とその厳しさを

増しており，このまま推移すれば,林業生産活動の停

滞等により森林の有する諸機能が低下し，国民の要請

にこたえることが困難となるおそれがある。

こうした状況の中で，民有林・国有林を通じて，

①「緑と水」の源泉であり，国民の生活環境として

の多様な森林の整備

②｢国産材時代｣を実現するための林業生産，加工・

流通における条件整備

を図っていくことが，林政の重要課題となっている。

また，国内の森林整備のみならず，地球環境問題の重

要性が増す中，熱帯林の保全造成のための海外林業協

力への積極的取り組みも必要となっている。

平成3年度においては，これらの課題を達成するた

め，以下に述べる各般の施策を積極的に進めることと

しており，公共事業については，災害を含まない一般

公共計(NTT･Aタイプ含む）で348,933百万円（対

前年度比104.2％)，非公共事業については71,470百

万円（対前年度比104.8％）を計上している。この結

果，災害復旧等を加えた林野庁一般会計総計では

427,377百万円（対前年度比104.4％）となっている。

なお，「公共投資基本計画｣等を踏まえて新設された

生活関連重点化枠については，ゆとりと潤いを求める

国民ニーズの高まりに対処して，良好な生活環境およ

び自然とのふれあいの場としての森林の整備，水源林

の整備，山村地域の生活環境の改善等に重点を置いた

施策を推進することとしており，公共事業4,726百万

円，非公共事業599百万円，合わせて5,325百万円を

計上している（上記金額の内数)。

(1)国民ニーズにこたえる多様な森林の整備と山村の

活性化

1）森林整備五箇年計画の策定推進と造林・林道事

業の計画的実施

①森林・林業を取り巻く厳しい状況の下で，森林整

備に立ち後れが見られることにかんがみ，国民のニー

ズにこたえる多様な森林の整備と国産材時代を実現す

るための条件整備を計画的かつ着実に推進するため，

造林・林道事業について，必要な投資額等を明らかに

した「森林整備五箇年計画」を平成4年度を初年度と

して策定することとし，3年度においては，そのため

の事業量把握等を目的とした「森林整備五箇年計画策

定調査」(10百万円）を実施する。

②造林事業については，森林の公益的機能の高度発

揮等を図るため，更新から保育に体系的な事業の実施，

複層林および育成天然林の整備等を推進する。

特に，森林の有する保健文化機能等に対する国民の

期待の高まりに対応し，森林とふれあい，快適かつ安

全に自然を享受できる森林空間を形成するため，林木

の密度の調整や遊歩道の整備を行う健康とゆとりの森

整備事業を新たに実施する。

また，流域における森林の公益的機能の高度発揮等

のため，従来の森林総合整備地域を統合し，穣極的な

複層林整備および枝打ちを実施する広域森林総合整備

事業を創設する。

さらに，居住地周辺地域の人工林を対象として，良

質な水の安定供給，総合利用に適した森林空間の整備

等を図るため，計画的な枝打ち等を行う地域森林環境

整備事業を新たに実施するほか，里山地域の低利用森

林を対象として，生活環境保全等森林の有する公益的

林業技術No.5881991.3
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平成3年度林野庁関係予算総括表

2年度
予算額

3年度概
算決定額

対
度

一

目U 年
比事 項 繕 考

百万円’百万円 ％ 単位：百万円

【公共事業】

〈1,092〉
(31,182）
202,181業’（1職；治 山 事
'0351（

）書はNTTプロジェクト(Bタイプ）で内数
〉書は生活関連重点化枠で内数

〈1,092〉

(31,182）
172.843

(30,403）
167,866治山事業（綴入）

10301盗蕊蕊難議蕊擢璽)(新規）↑伽く252〉
2,153

〈855〉

(31,182）
142,606

〈237〉

30,237

29,338

〈1,356〉
（7,354）
48.918

〈1,216〉
（7,354）
42,163

林’（柵$民 有 102.9

国 有林

水源林造成事業

29,321

27,424

103.1

107.0水源林特別対策事業（新規） 200

(7,170）
46.171造 林事業 105.9

(7,170)

40,021民 有林 105.4健康とゆとりの森整備事業（新規）
広域森林総合整備事業（新規）
地域森林環境整備事業（新規）
網上樹林整備事業（新規）

０
０
０
７

５
０
５
５

３
０
２
３

ｆ
４
<900〉

<150＞

〈140〉

6.755

〈2,278〉
(14,579）
96,578

〈1,089＞

(14,579）
90,365

〈781〉

(12,260）
69,163

6,689

<308>

（2,319）
14,263

250

6,213

1,256

6,974

国有林|6,150 109.8

業’（';柵林 道 事 105.5

郷’（'舟鰡民 有 103.6林業基盤緊急整備事業（新規） 1,499

(11,954）
66,835

6,538

般
免
林
林
道
道 職|山撤活維化林道ﾘﾌﾚｯｼｭ事業噺規)↑”

－

農

(2,261）
13,602

281

4,287

1.845

6,236

大規模林道

大規模林道支線

スーパー林道

国有林

NTTプロジェクト(Aタイプ）

災害復旧等事業

1049

－大規模林道支線整備事業（新規）

144.9

68.1

111.8

250

機能の向上を図るとともに，公共緑化木需要にも対応

する郷土樹種等による緑化樹林の整備を行う緑化樹林

整備事業を新たに実施する。

③森林開発公団が行う水源林造成事業については，

特に，奥地水源地域において，広葉樹の天然力を活用

した育成天然林施業による水耐水の造成・整備を推進

する水源林特別対策事業を新たに実施する。

④林道事業については，国産材時代到来に向けての

生産基盤の整備のため，引き続き一般林道，大規模林

業圏開発林道等の計画的整備を推進するとともに，林

林業技術No.5881991．3
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年
算 蕊惑

年
比

２
予

度
額

対
度

一

目u
事 項 言傭

百万円 百万円 ％

【非公共事業】

多様な蒜林の整備と山村の活性化

林業構造改善事業
〈599〉
17,73117,639 森林施業共同化等促進特別対策事業噺規）40O

みどりのアメニティ整備事業（新規)100<100>
100.5

間伐促進強化対策

特用林産振興対策

森林病害虫等防除

流域林業の活性化

流域林業活性化総合対策

8,628

1,695

5,238

7,489

1,704

4.714

86.8

100.5

90．0

流域林業活性化推進事業（新規）100
林業労働力育成確保特別対策事業（新規）376
林業事業体体質強化対策事業(新規）160

高性能林業機棚オペレーター養成等推進事業
（新規）65

林業普及指導事業交付金4,728
普及活動高度化特別対策事業（新規）38

地域材住宅部材化促進総合対策事業（新規）97
木材牛岸団地再編整備促進事業（新規）219

国際線化推進センター事業（新規）148
r緑の地球経営シニアフオレスター会議」開催

（新規）21

0 846

林業機概化の推進 340 431 1268

林業技術の改善 5,156 5,146 998

国産材流通体制の整備と
木材産業の体質強化

熱帯林の保全等に対する
海外林業協力の推進

4,583 4,257 929

401 646 1611

林業金融の充実

国産材産業振興資金
（融資枠）

醗林漁業金融公庫資金
（融資枠）

林業改善資金（貸付枠）

鰻林漁業信用基金出資
（保証出資）

国有林野事業の経営改善

一般会計からの繰入

うち累積債務対策

林業事業体体質強化促進資金の創設(840億円） (864億円）

特定森林施業計画推進資金の創設(529億円） (510億円）

〔75億円）

500

（75億円）

500 100.0

134.2

149.9

18,592

6,673

24,952

10,000

<1,329〉
13,869

258,000

1226

97．7

造林･称道等の事業施設費

財政投融資資金

11,312

264,000

盤緊急整備事業を新たに実施する。

また，山村の生活環境の向上を図り，森林レクリエ

ーション需要の増大等に対応するための二車線林道の

整備を新たに行うほか，改良および舗装の緊急実施に

より林道のリフレッシュを図る山村活性化林道リフレ

道整備と生活環境整備を総合的に実施する。

特に，流域等一定のまとまりを持つ林業地域を対象

に，比較的安価に開設できる施業林道等による路網整

備を通じ，目標林内路網密度の達成と機械化の促進等

を図り，国産材安定供給基地づくりを推進する林業基

林業技術No.5881991.3
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ツシュ事業を新たに実施する。

さらに，既存の大規模林道と県・市町村道等を連絡

して幹線林道ネットワークを形成する大規模林道支線

を整備する大規模林道支線整備事業を新たに実施する。

2）治山事業の計画的推進

近年における経済社会の急速な発展等に伴う山地災

害の多発，水需要の増大等に対処して，安全で潤いの

ある生活基盤づくりを推進するため，第七次治山事業

五箇年計画の最終年度として，治山事業の緊急かつ計

画的な推進を図る。

特に，水源地域の保安林等を対象として，流域を単

位に，複層林の造成，水土保全施設の整備等を総合的

かつ面的に推進する水源地域森林総合整備事業を新た

に実施する。

また，都市化の進展，リゾート開発等による森林の

減少に伴う生活環境の悪化に対処し，森林の有する生

活環境保全機能等の高度発揮を図るため，治山施設の

整備，森林整備等を実施する広域総合生活環境保全林

整備事業を新たに実施する。

3）林業構造改善事業の推進等

高度技能作業集団の組織化，高密路網と高性能機械

の組み合わせによる高生産性林業の確立等を促進する

林業山村活性化林業構造改善事業を推進するとともに，

自然休養林等国有林を活用して野外レクリエーション

施設等を整備するみどりのアメニティ整備事業を林業

構造改善事業の国有林活用タイプとして新たに実施す

る。

また，地域の森林整備と林業生産活動の合理化を図

るため，施業の共同化等の推進活動と路網整備等を行

うモデル事業として森林施業共同化等促進特別対策事

業を新たに実施する。

間伐の実施と作業道等生産基盤の整備等を総合的に

実施する間伐促進強化対策事業ならびに生産から流通

に至るモデル拠点の整備，地域資源を活用した生産振

興等を行う特用林産産地化形成総合対策事業について

は，引き続きその推進を図る。

4）森林の保全管理

流域を単位に民有林・国有林での森林パトロールを

協調して行い，森林の適切な保全管理を図る森林総合

保全管理事業を引き続き実施する。

また，松くい虫被害対策については，各種防除等を

引き続き実施するとともに，自主防除組織の育成等を

図る新たな事業を開始する。

(2)森林計画制度の見直しと流域林業の活性化

林業技術No.5881991.3

1）森林計画制度の見直し

多様な森林の整備と国産材時代への条件整備という

林政の課題の達成を図るため，「流域」を基本的単位

に，民有林・国有林を通じて，適切かつ合理的な森林

施業が着実に実施されるよう，森林整備と林業生産の

目標の明確化等を図るとともに，その達成に必要な林

業生産基盤の整備，機械化，林業の担い手の育成確保

等の計画的な推進が図られる体制（｢流域管理システ

ム｣）の確立を図る。

2）流域林業活性化総合対策

流域を単位として民有林・国有林一体となった森

林・林業の活性化を図るため，市町村，営林署，森林

組合等から成る「流域林業活性化協議会」を組織し，

林業活性化のための目標の策定，森林整備，事業量・

労働力の調整等を推進する流域林業活性化推進事業を

新たに実施する。

また，就労条件の向上，新規参入の促進等林業担い

手の育成・確保のため，①林業労働力育成センターを

設置し，月給制および社会保険加入の促進等就労条件

の改善，若年労働者等に対する技術研修等を行う林業

労働力育成確保特別対策事業，②振動障害予防のため

の啓蒙普及の推進，いわゆる一人親方等の特殊健康診

断の実施等振動障害対策を総合的に行う林業振動障害

総合対策事業，等を林業担い手育成総合対策として新

たに実施する。

さらに，効率的な施業の推進および魅力ある就労条

件を実現するため，効率的な林業事業体を計画的に育

成することとして，林業事業体体質強化計画の策定等

を行う林業事業体体質強化対策事業を新たに実施する。

3）林業後継者の育成確保対策等

地域林業のリーダーとなる人材の育成確保等を図る

ため，青年林業会議所の設置や教育指導体制の整備等

ならびに青少年をはじめとする国民各層の森林・林業

に対する理解を深めること等を目的とした体験の森整

備事業を引き続き行う。

4）林業機械化の推進等

先端技術を導入した高性能林業機械の開発等を引き

続き実施するとともに，労働生産性の大幅向上のため，

オペレーターの育成と機械化作業システムの実証・普

及を一体的に行う高性能林業機械オペレーター育成等

推進事業を新たに実施する。

(3)国産材流通体制の整備と木材産業の体質強化

国産材の低コスト安定供給体制の整備を推進すると

ともに，木材需要の拡大と木材産業の体質強化を図る



ため，①木造3階建て住宅に対応した部材の生産．流

通体制の整備・開発等を行う地域材住宅部材化促進総

合対策事業，②製材・合板工場等の集積および事業の

共同化等により生産団地の再編整備を行う木材生産団

地再編整備促進事業，を新たに行うなど各般の対策を

推進する。

(4)熱帯林の保全等に対する海外林業協力の推進

熱帯林の保全等地球環境問題への取り組みが国際的

な課題となる中で,｢緑の地球経営｣推進に向けて国際

的合意の形成と行動指針作成のため,｢緑の地球経営シ

ニアフォレスター会議」を開催する。

また，国際緑化推進のため｢国際緑化推進センター」

を設置し，人材の育成,NGO活動の促進，森林再生

技術開発等を実施する。

(5)林業金融の充実

国産材産業振興資金については，林業事業体の再編

整備にかかわる金利負担を軽減し，事業体の合併・統

合等を推進するため，「林業事業体体質強化促進資金」

を新設し，融資枠の増枠を行う。

また，農林漁業金融公庫林業関係資金については，

長伐期，複層林施業の促進を図るための資金の創設な

ど制度の充実・強化を図る･

2．国有林野事業特別会計（事業勘定）予算の概要

国有林野事業については，これまで経営改善に努め

てきたところであるが，林産物収入の伸び悩み等から，

その財務事情はいっそう厳しい状況にある。

こうした状況に対応して，国有林野事業の健全な経

営を確立し，今後ともその使命を十全に果たしていく

ため，林政審議会答申(平成2年12月）の趣旨を踏ま

え，国有林野事業経営改善大綱（同閣議了解）に即し

て，国有林野事業改善特別措置法等の改正を行い所要

の財政措置を講ずることとし，総額で6,106億円（対

前年度比104.7%)の予算を計上している。

(1)歳入等

林産物収入については，経営基本計画等に即した伐

採計画量の下で，需要動向に応じた積極的な販売活動

を推進するほか，分収育林の積極的な推進等により自

己収入の確保に努める。また，累積債務の処理を円滑

に行うため，林野・土地の売払いを積極的に進める。

特に，国有林野事業の推進と経営改善の円滑な実施

のため，一般会計繰入れ総額を250億円（対前年度比

134.2％）とし，次のような財政措置の拡充を行う。

①累菰債務対策として，従来の退職手当および借換

にかかわる借入金の利子補給に加え，当該借入金の償
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還金を繰入対象として追加する。

②公益的機能の発揮等の観点から，造林・林道整備

等の事業施設費について対象を民有林助成と同一とす

るよう繰入対象を拡充する。

③一般行政的経費について，新たに国有林にかかわ

る森林計画の樹立，保安林の指定・解除等，森林セン

ター等の運営に要する経賀を繰入対象とする。

(2)歳出等

当面する厳しい財務事情にかんがみ，要員規模の縮

減により人件費を極力抑制するとともに，各種事業に

ついては，投資の効率化を図ることを基本として，経

費の節減に努めつつ，着実な実施を図ることとする。

その主要事項は，次のとおりである。

1）定員内職員については，予算定員1,876名の削

減を行う。

2）基幹作業員については，予算人員1,000名の削

減を行うほか，その他の定員外職員の人件費について

も228名分の削減を行う。

3）定年前趣競の促進を図るため，定員外職員に対

して，特別給付金の支給を行う。

4）造林事業については，天然林施業の拡充を図る

とともに，人工林施業を適切に実施する。また，集落

周辺等の国有林においては，居住環境の向上等に必要

な森林整備を行う。

5）林道事業については，投資の効率化に配慮しつ

つ，事業運営に不可欠な事業鐘を確保する。また，国

有林の適切な管理と地域住民の日常生活の利便向上を

図るため，幹線林道を重点的に整備する。

6）生産・販売事業については，木材情報システム

の活用等による需要動向に応じた機動的う効果的な活

動の推進および「サンドライ」の生産・販売の積極的

推進を図る。

7）林木育種場の事業運営については，主に一般会

計負担により実施する。

8）森林空間総合利用事業については，ヒューマ

ン．グリーン．プランの推進をはじめとして地域振興

等に配慮しつつ積極的に取り組むとともに，分収育林

事業についてアフターサービスの充実に努め，いっそ

うの浸透拡大を図る。

9）北海道営林局および名古屋営林支局の庁舎を移

転し，跡地の有効活用を図る･

（かめざわれいじ・林野庁計画課）

林業技術No,58819913
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1．白糠営林署の自然的条件概要

白糠営林署は，帯広営林支局管内にあって，根釧地

域施業計画の西部に位置し，東側は阿寒事業区，西側

は十勝東部地域施業計画区，南側は太平洋にそれぞれ

接している。

気候は年平均5.2｡C,年平均降水量900～1,100mm

であり，太平洋岸は溌霧の日が多く，降霧日数は年間

120～130日に及んでいる。穣雪量は平均50～60cmと

少ない。

地質は古第三紀層によって橘成され,レキ岩,レキ質

砂岩の互層を成している。土壌型分布は褐色森林土が

全体の94％を占め,そのうち65％はBD型土壌である。

植生は温帯北部から亜寒帯林で，阿寒富士山麓一帯

にはアカエゾマツの純林がある。これら南側にかけて，

トドマツを主体とした針葉樹林や，トドマツ，エゾマ

ツ，ミズナラ，シナノキ，センノキ，カツラ，ハルニ

レ等の針広混交林から成っている。

林床は，ミヤコザサ，シダ類，せん苔類，ゴンゲン

スゲで天然更新の良好な林分が多く，自然的条件に恵

まれている。そんな中でも天然更新の劣る箇所や，成

長量の少ない林分に対して，トドマツ，アカエゾマツ

等を植栽して林分内容の充実に努めている。

2．ジフィーポットの導入

林業労働者が年々減少し，造林事業が円滑に行うこ

とが困難になりつつある。そこで造林の機械化，作業

仕様の改善，除草剤の使用などによりいっそう合理化

を図っているところである。

帯広営林支局では，造林技術開発の1つとして「だ

れでも」「いつでも」植え付けることができ，しかも活

着率が高く，成長の良い造林法として,昭和40年から

ジフイーポット苗木の造林に取り組み,41年から実施

してきた。

3．ジフィーポットの語源

ノルウェーで開発されたもので，日本では蔬菜園芸

等に実用化されている。ジフィーとは英語で「速い」

林業技術No.5881991.3

という意味で，移植時の根傷みがなく，苗木の成長が

速いということから名付けられたものと思われる。

4．ジフィーポット

ピートモス（水苔，泥炭）を主にしたもので，保水

力，空気の流通の面で養苗に好影響があることと，自

由に根が壁を貫通すること，潅水操作で鉢内に十分毛

根を出させることができるなどが，他の紙，ポリエチ

レン，素焼の鉢などと異なる利点といわれている。

5．ジフィーポットの利点

①苗木を鉢ごと植えるので，活着率が非常に高い

②根が乾燥したり，掘り取るときに折損がない

③熟練労働者でなくても素人でも植え付けられる

④春先の短い植付け適期にしばられることなく，運

搬のとき新芽が折れるという心配さえなければ，い

つでも山に植えられる

⑤したがって労務需要のピークをずらし暇なときに

植えられ，下刈り，地栫え等の仕事量の組み合わせ

により省力効果が上がる

⑥根傷みのための成長停滞がないので,1年ぐらい

の小さい苗木でもよい（養苗期間の短縮）

⑦活着率が100%とすれ感植付け本数を大幅に少

なくすることが考えられる

⑧第1回目の下刈り終了後に定着すれば，その年の

下刈りが省ける

⑨養苗場所（苗畑）から山元へ運搬されても，すぐ

植え付けなければならないということがない。運ん

でおいて，天候，その他都合のよいときに山に植え

付けることができる

⑩植栽の時期が限定されなければ，苗木の扱い方，

植え方，植える時期などの不備のために起こる諸被

害も避けられる

以上のことが想定されたことから，昭和40,41年に

時期別試験地を設定したものである。

6．鉢植ジフィーポット時期別造林試験

（1）昭和40年11月実施（現況は写真･1，2）
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表･1冬期における苗木成長経過

康結深度 種雪深 苗木の状態

12月

1月

2月

3月

5月

16dn

25

25

10

5

18師

64

50

31

0

完全苗100％

｝
積雪のため，苗木の観察がで

きなかった

雪害による折損2本

表･2植付け時期別本数

ポット苗植付け時期運搬距離 普通苗 計

図･1作業仕様

表･3保育経過

5月下旬

7月下旬

9月下旬

ｍＯ
Ｏ
Ｏ

蛎
妬
妬

1,250本

500

850

200本 1,450本

500

1,050 年.月 年.月作業種 作業種200

計 2,600 3,000 41.8

42.6

.7

43.6

.7

下刈り筋刈り1回刈り

〃2－1

〃2－2

〃2－1

〃2－2

44.7

457

467

50

53

下刈り筋刈り1回刈り

〃1回刈り

〃1回刈り

除伐隔伐

〃〃

注）両試験地とも同じ施業を行った

写真･1ジフィー

ポット造林，昭
和40年11月植
栽（トドマツ）

写真･2ジフイー
ポット造林，
昭和40年11
月桧淡（アカ
ェゾマツ）

時期別造林としては，現時点における試験の趣旨に

問題はあるが，鉢植造林は土壌凍結前であれば可能と

いう考えから，今回はもっとも遅い時期の造林限界お

よび，冬期における苗木の状態等について行った。

調査は白糠事業区201林班の南面中腹および山麓平

滑斜面にトドマツ50本，アカエゾマツ50本を植栽し

た。その植付け方法は，ポットの「ふち」が地上に出

ていると，土壌中の水分を吸収・蒸発して乾燥するた

め若干深めに植え込み，乾燥防止・寒風害を考慮し，

植穴および地上部をササ等で蒸れない程度に被覆した。

調査は12～3月まで,毎月の経過観察を実施した結

果として，活着率・被害状況から判断し，ジフイーポ

ットのねらいである土壌凍結以外は，いつでも植えら

れることがわかった（表・1)。

（2）昭和41年5月実施（現況は写真･3，4)）

ジフイーポット造林は，植付け適期の拡大，活着成

績の向上，および植付け後の成長停滞排除による下刈

り期間短縮がねらいなので，普通植栽と比較するため

試験地を白糠事業区201林班，複雑斜面で傾斜30.の

所に設定した（表｡2，図･1)。

その結果，ポット苗の作業功程時間を100とした場

合,普通苗は運搬は1/10以下であるが,植込みに約2

林業技術No.5881991.3
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写真･3ジフイーポット造林，昭和41年5月植栽(ト
ドマツ）

表・4試験地25年経過後の現況（平成3年1月）

写真･4ジフィーポット造林，昭和41年5月植栽(ア
カエゾマツ）

④ポット苗は限られた土壌内で成育

昭和40年植栽

ﾄﾄﾐﾏﾂ｜アカエゾマツ

昭和41年植栽

ﾄﾄﾐﾏﾂ｜ｱｶｴゾﾏﾂ
するため肥大成長は悪く，ポットの

壁に沿ってポットの内側で成長する

ため，期待した程度の側根の発達が

望めなかった。

ポット苗の伸長量は，植付け当初

1～2年は大きいが，漸次低下し，

植付け後4～5年には，むしろ普通

苗のほうが優勢となる傾向にあり，

下刈り回数が軽減されるまでに至っ

ていない。現状ではトドマツの場合

普通苗で5年半，ポッ1､苗で6年を

調査本数

生立木

枯損木

生存率

平均胸高直径

平均樹高

調査本数材積

1本当たり材潰

ha当だり換算本数

ha当たり換算材積

50本

38

12

76％

弱当前川

ﾃ爺､
1.87rYf

0.049

2,280本

111.72ITf

50本

33

17

66％

訂豊市川

で皇布、
1.66IYf

O､050

1,980本

99.OOITf

100本

70

30

70%

豆当前川

－5坐す、
3.18m'

0.045

2,100本

95.34ITf

倍かかり所要時間は約2割増となった。また，普通苗

の成長率を100とすると，ポット苗のトドマツは18

cmで139.1%,アカエゾマツでは2．1cmで147.7%

の伸長量増となった。（保育経過は表・3）

7．実施結果について

①北海道では，冬期間土壌凍結によって植えられな

いが，4月中旬～11月中旬のいわゆる樹木の活動期

であれば，植え付けることが可能である。しかし，

下刈りの適期（6～8月）には，下刈りに多くの労

力を要し，実際に植え付けられているのは，5月，

9月時期に限られている

②潅水施設を完備しないままポット育苗したため，

労力のかかり増しと管理ミスが多く，期待する成長

が望まれないきらいがあり，健全度の低いポットが

山出しされた（水分と養分の管理は常時必要とし，

労力と経費が増大する）

③ポットの場合は重いので，植込み位置にポットを

配置しておく必要があり，功程は仮植え場所から苗

木を袋に入れて持ちながら植え付けする普通苗より，

ha当たり2.5～3.0人程度のかかり増になる

搾業技術No.5881991．3

100本

65

35

65％
94一
川

65-170Ⅱull

で当す､
3.0611f

0.047

1,950本

91.65TTf

要し，アカエゾマツでは普通苗7年，ポット苗8年

を要し，下刈り経費がかかり増となる

⑤ポット苗木1本当たり平均3509,普通苗は約70

9で5～6倍の重量となり，運搬経費のかかり増,路

綱の拡大麹蒲が必要である

⑥1,000本当たりの原価比較をすると，普通苗

30,896円(100),ポット苗54,631円(177)でポッ

ト苗が23,735円高い

⑦1ha当たりの投資経費も普通造林252,086円

(100),ポット造林324,898円(129)でポット造林

が72,812円高くなる

なお,林分の現況については表･4を参照されたい。

8．おわりに

椎蹴後の観察記録や，その他資料の不足から十分な

分析はできなかったが，当初のねらいの1つであった，

いつでも櫃哉ができることに対しては，成果があった

ものと考えている。土壌凍結の始まる時期に植栽した

ものが，現在も立派な人工林として成育している。

（さかいまさひで・帯広営林支局白糠営林署）
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天然木かと見まがうばかりのものになる可能性がある

からそのときに切るか，適寸になったところで切る，

③多少曲がった木も，角材が取れる大きさになるまで

待って切る，となろうか。子どもや孫の代まで残す立

木は，二段林化などの手当てはするものの，自分の代

で儲けたまさにカスだ。しかしこのカスは，十分に目

づまりした良質材ということになる。大穂直挿しの林

分を見ると，確かにほかの林分と大差はなかった。現

地では，適寸になった木にテープが巻かれていた。

アンテナの重要性

地元のニーズを見ると，足場丸太用の小径材が不足

しているという。固定観念．先入観だけで考えてはい

けない，アンテナをさび付かせてはいけないという例

だ。今のところ市場に直接電話をして値動きを把握し

ているが，できればパソコン通信などで情報を把握で

きるようにしてほしいとのこと。また一方では，苗木

と立地との相性を観察するために，いわばモニタリン

グスポットを多数準備している。現在では直挿しが主

流だが，これまでに160租頚ほどの苗木が植えられ，

社有林のどこでも市場性の高い品種は1種頚，場所に

よってよかったのは10種類ほどだった｡鋭敏なアンテ

ナは，仕事に役立つものがあればと四方八方に向けら

れている。

1mでも長くほしい道

林業で飯を食べるためには，その山，その林をどう

利用するかがかぎであり，さらに，山に2つと同じ山

はないのだから，山をよく見てかみしめて，ここには

何がいいのか自分自身で判断しなければならない，と

社長は力説される。そのためにも「1mでもよけい道

がほしいですワ」と，今度はいささか沈痛な面もちだ。

現在保有しているもっとも小型の作業用車両は，道

付け用のミニバックホウ，積込み用のミニグラップル，

トラックが走れる道までの搬出・運搬用のやまびこ号

だから,最低でも幅員1.8mの道（石原林材㈱では，

この道を作業路と呼んでいる）を付ける必要がある。

ただし，作業路の延長は500mを限度としている。作

設したばかりの作業路の走行に適したクローラタイプ

は,5km/h穏鬘でしか走行できず，能率が落ちるた

あの山はどうなった

シリーズ“あの山はどうなった”の一環として取り

上げるべく，大穂直挿し造林を実行された岐阜県の石

原林材㈱社長・石原猛志氏に電話をしてみた。その場

で筆者はしかられた｡｢儲けたカスだけ見てどないすん

のや｣｢は？｣｢カスだけ見てどないすんのや？｣｢カス？

あ，いや，昭和40年前後に行った場所のことで，そ

の’まだ伐期に達していないのでは｣｢バッキ？タイガ

ースにいたピッチャーかいな」「それはバッキー」「冗

談やて，けど，いつぺん泊まりがけで現地を見に来な

はれ｣｢!?｣

多少の誇張はあるものの，これに近いやりとりがあ

ったのは事実である。筆者は林業関係者とはいえ，林

業に飯を食べさせてもらっている人間。社長は林業で

飯を食べている方だ。しかも，林業経営に対するユニ

ークな考えと実行には定評がある。その1つ直挿しで

は，造林段階で一般の苗木植栽に対し3割まで経費を

縮減させたし，林内更新による下刈りの省力化によっ

て，2割近くまで人工数を節減させた。二段林の下木

は，上木を伐採(12年目）すると，30年前後には伐跡

地に植栽した林分と大差がなくなったという。技術的

な詳細は野々田三郎氏')の論稿をご参照いただき，こ

こでは,『地を離れて人なく,人を離れて事なし(松蔭)』

の“人”に注目してみよう。

あの山をどう利用した

JR高山線の飛騨金山駅から，社長自ら運転する車

に乗せていただいた。およそ35km行くと小川という

集落，さらに5km行くと現地事務所に着く。石原林
〈･じようみようがたひずも

材㈱の社有林は,郡上郡明方村,日出雲川の最上流域

にある｡面積936hao標高は740～1,286mである｡「こ

れがワシらの宝の山ですワ。この山でワシらは飯を食

うとります」

特に変わった山林とは思えない。しいていえば，美

しいと表現したくなるような二段体が目立つこと，若

干傾斜が緩い山地であることなどだ。同じような山で

も，宝になったりならなかったりする。宝にするため

の社長の考え方を要約すると，①売れる木から（適寸

になった木から）間伐する，②室長の遅い木は，将来

林業技術No.5881991．3
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写真･1独自に改造したミニグラップル

めである。その後道が広がり安定してきてからホイー

ルタイプを入れる計画である。

道は，1回限りの利用で用済みになるわけではない。

一度作設したら繰り返し利用（伐採・搬出・植栽・保

育）したいのである。道にとってリニアメン1､や水は

大敵。回避が難しい場合，万一の被害が最小限度で済

むよう特に留意している。

ところでミニグラップルは，都市の側溝掘り用に開

発された，アーム部分に特徴があるS&B方式のミニ

バックホウを,独自にグラップル化したものである(写

真･1)◎市販の機賊を一部改造することで,オペレータ

ーに自分たちの道具だという気持ちが生まれ，また，

より使いやすくくふうすることもできる。

山村を生かし林業を生かすために

道の作殼に際してはオペレーターに，絶対にここは

通すな，必ずここは通せの指示だけを与え，細かい測

量を実施することはない。ときには若い造林地を通ら

なければならない。オペレーターは悩む。仕事が遅れ

る。すると社長にしかられ，伐出担当に怒られる。エ

イッ，とばかり若い造林地に踏み込む。今度は造林担

当にドヤされる。それでいいと社長はいう。しかられ

怒られドヤされてオペレーターはくふうする。むやみ

に作殼せず，あらかじめルートを考えるようになる。

次善の策として若い造林地を通す場合にも，どうやっ

て作設すれば損傷を最小限度に抑えられるだろうかと

くふうする。それが本人の技能を向上させ，林業にお

ける各場面それぞれに配慮した技術を向上させる。こ

れがまた本人の誇り・生きがい，山村で生活する楽し

さ・喜びにもつながっていくという。ただしこのやり

方は，経営者の度量とオペレーターのやる気がなけれ

ば矛盾を生み出しかねない。筆者がなるほどと合点が

いったのは，現地事務所の一室に掲げられている元京

大教授・故佐藤弥太郎氏の，人生訓ともいうべき次の

林業技術No.5881991.3

写真･2粗むきのためのセッティング

言葉である｡『窮セズシテ進ムヲ発達ト云ウ発達ニハ

極限ガアル窮シテ通ズルヲ進歩ト云ウ進歩ニハ極

限ガ無イ」これは，おそらく社訓ともなっているのだ

ろう。

こんなこともあったという。“ある場所"への植栽を

指示し，後刻現場へ行ってみると，ポッカリと植えら

れていない部分があった。さてはさぼったなと社長は

カンカン｡詰問すると，「あそこは地面のすぐ下から石

がゴロゴロしていて，植えても育たないと思った」と

の返事。実際に“その場所”を見て，汗顔すると同時

に狂喜した。“ある場所”は面，“その場所”は点。松

本清張の『点と線』ならぬ点と面の戦いは，点の勝利

だった。と同時に，点の段階を扱う作業員の面々が，

"土地をよく見てかみしめて"を実践できる技術者であ

ったことに狂喜したのだ。

新たな挑戦

冬場の仕事を確保する意味も含めて，水圧を利用し

た磨き丸太の生産が始められた。その工程は，①材の
あら

カット，②皮がむけやすいように蒸気で温める，③粗

むきのためのセッティング(写真･2)，④粗むき(写真・

3)，⑤仕上げ(写真･4)，⑥背割り，⑦乾燥(寒気にさ

らす)，⑧出荷である。ただし,磨き丸太用としての1

本1本の善しあしは，実際にむいてみないとわからな

い。磨き丸太用として不向きなものは，時折注文のあ

るログハウス用としてストックしておく。

写真･2のように,温めた丸太を粗むきにかけるとこ

ろで要員1名が必要だが，仕上げと兼務しているため

どうしても仕上げの仕事がたまってしまう。そこで，

セッティングをなんとか自動化したいと考えている。

そうすれば昼食時に粗むきをやっておき，全員で仕上

げにかかれるからである。

まるでコンビーフをほぐしたような，むかれたスギ

皮は，特に町場では処分に困っている。山に還元した



写真･3粗むき
(6つのノズルが半回転しながら加圧水を雁鰯する）

りパーク堆肥用にしたりできるものの，もっと有効な

使い道を模索しており，新たに成分分析を委嘱する予

定だという。

アイディアの泉

三澤勝衛は『風土産業』2)の中で，風土の特性を生か

した産業への取り組み方・考え方についてそのうんち

くを開示した。その要点は，ソバしか取れない土地と

考えるのではなく，ソバがたくさん取れる土地と考え

る。これは逆転の発想だ。さらに，あらゆるものの資

源化を考える。何ひとつむだにしない。

石原林材㈱ではこれらが実践されている。何十年か

は安い間伐材しか取れない林分と考えるのではなく，

今売りごろの木を見定めて間伐し，しかも将来には良

質材を残す。また，磨き丸太のスギ皮の新たな資源化

を模索している。

もちろんこれだけにとどまらない。古畳は植生盤代

わりに使える。畳の四隅にフックを付けて，必要枚数
砿

だけつるす｡'畳と畳のすき間には，刈ったススキを蒔

いておくとすぐに生えてくる。時期になれば，畳を破

ってワラビも生えてくる話，キツツキが営巣している

木は切らない。切ればほかの木がやられる。これも自

然と付き合っていくための一方法であるという話，枝

図書のお知らせ
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写真･4仕上げ

打ちは，樹高の高いものはツリーモンキーで，樹高の

低いものは動力使用の枝打機とナタとを併用して行い，

機材と人員のバランスを考えている話等々，枚挙にい

とまがない。

小文に書きとめさせていただいたものは，結局，林

業・山村が生きていくために不可欠な，トータルな技

術・知恵・発想の，深く大きな泉からのひと汲みだ。

大穂直挿じ造林は，このような取り組み姿勢の中から

ほとばしり出たものである。

こだま

rご苦労さまです！」社長のご子息・成樹氏（専務）

の声が弾む。「ご苦労さまです！」作業員の方々の明る

い声がこだまのように返る。さて，当編集部が林家の

皆様にこだまを返すためには……。

取材にあたり，石原猛志社長･成樹専務をはじめ，石原林

材㈱の皆様には誠にお世話になりました｡末筆ながら，ここ

に厚くお礼申し上げます。

文献

1）野々田三郎（1987）：林内更新一岐阜･石原山林の場合

（下刈りの経済学その2事例編)，林業技術No.545,
16～19

2）三澤勝衛著,矢沢大二編(1979,ただし初出の単行本は
1941）：風土産業(三澤勝衛著作集第三巻所収)，みすず
書房，52～204

現場作業の手引き書として好適／統計類を改めました〃

枝 打ちの手引き
林野庁監修,日本林業技術協会編集･発行/B5.24頁･カラー／定価515円(税込,〒実費）

内容：枝打ちの意味，枝打ちの基礎知識，枝打ちの効果，枝打材の利用と販売，枝打ちの実際，枝打作業の進め

方，枝打用具と使い方◎お求めは，日林協事業部（公03-3261-3826,1階直通）まで

I発行日本林業技術協会
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患への回ざ慰圃一親林活動をｻポー ﾄする

12．諸外国におけるサポート活動(1)

自然解説の技術
一アメリカ国立公園局の例一

大田正諮

はじめに

筆者は，ここ数年タイ国にて勤務していたが，

帰国するたびに，日本人の生活が豊かになり，街

を歩く女性の服装のみならず，子供連れの母親の

持ち物まで豪華になってきたのに瀧かされる。生

活にゆとりが生まれたことを契機に，ゆとりによ

って生じた時間や金をどのように使うかは，それ

ぞれが決定することであるが，多くの人が自分た

ちの日常生活領域にある自然，日帰り圏にある自

然，日本を代表する価値の高い自然の中で時間を

過ごす喜びを持つようになってきていることは，

まぎれのない事実であろう。

今まで，満員電車に揺られ，夜遅くまで仕事を

し，休みにはゴロ寝をしていた人たち，カルチャ

ーセンターの高尚なイメージを持つプログラムに

着飾って参加し，その雰囲気に酔っていた人たち

にとって，日本の自然環境は，日本文化の基盤で

あるといわれてもピンとこないかもしれない。そ

こで，日本でも，国立公園を訪れる人たちに，そ

の自然の有する価値や，その中にいることの楽し

さを知ってもらおうとする活動をはじめ，子供が

自然の中で遊ぶことの楽しさを自己発見する契機

を作ろうとする活動等が，ここ15年ほどの間に，

環境庁やいくつかの都道府県，民間団体，小さな

地域のコミュニティで盛んになってきている。

このような運動に必要な技術を，アメリカ国立

林業技術No.5881991．3

公園局の例により紹介したい。

烏や花や山の名前を教えるだけで十分か

アメリカ国立公園局では，自然解説に関する活

動をインタープリテーションと呼ぶが，もともと

は，英語を日本語にするなどの翻訳を意味する。

いうまでもなく，アメリカの国立公園内の自然，

文化財は，ほかに比類することのできない多様な

価値を有しているが，利用者にこの価値を-'一分に

理解してもらうためには，価値の翻訳が必要とな

る。“猫に小判"とならないよう，さらに，その価

値を損なうことなく，後世に引き継いでいく責任

を有している国立公園行政に対する，国民の支持

を得ることも目的の1つである。

この公園利用者に対するサービスは，国立公園

局が創設されて問もない1920年ごろから始まっ

たもので，スイス・アルプスの職業山岳ガイドが，

単に客を安全確実に山頂へ導くのみならず，途中，

アルプスの自然と人について，客に語りかけてい

たことがヒントといわれる｡発足以来70年余の歴

史を有し，各地の国立公園でインタープリテーシ

ョンを専門的職業とする国立公園局職員が，利用

者に何を，どのように語りかければもっとも効果

的であり，利用者を満足させるかを競って研究し，

技術を磨いてきた。この技術は，単に，烏や花や

山岳の名前を教えるだけのものとは，まったく異

なったものであることは想像に難くない。

自然解説の技術

自然解説の活動は多様である。海の公園も山岳

の公園もあり，行う場所も，ビジターズセンター，

歩きながら，自転車やカヌーでのツアーをしなが

ら行うもの，対象も，地元の人，遠方からの人，

年配の年寄り夫婦など，数多くのケースがある。



その方法は，すべて異なる。ここでは，このすべ

てに当てはまる一般的技術について述べる。

(1)ビジターズ・センター内の活動技術

アメリカの国立公園を訪れた人たちは，まず最

初にピジターズ・センターに行き，その公園の有

する特質，価値は何か，どこに行けばそれが見ら

れるか，そのための時間は，手段は，といった必

要な情報を得て，公園内でどのように過ごすかの

スケジュールを決めることになる。

ビジターズ・センター内での利用者の動きは，

その中に，展示施設があるか，決まった時間にス

ライドや映画，ビデオを使ったオリエンテーショ

ンのプログラムがあるか，ガイドブック，パンフ

レット，地図などが入手できるかによって異なる。

しかし，そこには，利用者と直接に接触し，利用

者が必要とする正確な情報を与え，好ましい公園

利用を促進し，また，非常に多くの利用者を短時

間に適確にさばく，などの技術が要求される。

さらに，ビジターズ・センター全体の設計，展

示の設計，スライド・ビデオ等のプログラムの作

成，ガイドブック，リーフレット，パンフレット

等の作成のほか，職員の配置等を含めたセンター

そのものの管理，その公園内のインタープリテー

ション活動全体の計画作成とその実施までもが，

自然解説の技術と考えられている。

(2)話術

自然解説のための話術は，学校等での授業の話

し方や，漫談家や落語家の話し方とも異なる。学

生は，先生の話し方がへたでも，つまらなくても，

じっと耐えて聞くことが強制されており，教室か

ら抜け出すことは許されない。一方，漫談家は，

大衆を誘い込み，楽しませるが，その話には，自

己主張や大衆に伝えるべきメッセージはあまり含

まれていない。

自然解説のためには，伝えるべきメッセージの

内容であり，さらには，聞く人が楽しく，興味を

持ってメッセージを理解するための技術が必要と

なる。さもないと，多くの人を前に話を始めたと

しても，途中で聞く人力宙興味を失い，次々とその

場から立ち去ってしまい，話が終わった時には，
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数人しか残っていなかったということになる。

話術は，非常に奥の深い技術であって，3～5

時間のトレーニングで修得できるものではなく，

さらに，個人の有している特性を生かした手法を

自分自身で探究し，実践的な経験を重ねる必要が

あるが，話し方の技術にも，基礎的な技術がある。
ま

話をする者の態度，話のテンポ，間，目線の配

り方，ジェスチャーの交え方，声の強弱・高低の

使い分け，聞き手の年齢・人数による方法の違い，

マイクの使い方などの技術は，マニュアルとして

確立されている。また，スライドを併用して行う

場合，話題にすべきものの実物や模型を手に持っ

て行う場合，黒板やOHPを使う場合，などによ

り話し方を変えねばならないし，それに合わせた

技術も開発されている。

(3)利用者の案内

利用者といっしょに歩いたり，カヌー，馬など

に乗って楽しんだりする活動は，指導者つきツア

ーと総称される。ツアーの途中で，どのようなメ

ッセージを伝えるかという基本は，別途必要とな

るが，通常は，相手の興味に合わせ，年齢に合わ

せて，どのようなコースを設定すべきかという理

論グループ構成員全員が楽しめるような手法，

安全確保等，多くの技術が体系的に開発されてい

る。ツアーのための施設の設計や解説板の設計も，

技術の重要な部分である。

おわりに

アメリカ国立公園局は,ワシントン，.C.の郊外

ハーパースフェリーにトレーニング・センターを

有し，各地の国立公園でインタープリテーション

に従事する職員に対し研修を行っている。これに

は上級者，中級者等の別があり，外国人向け，身

体障害者向けのプログラム開発等，特殊な目的の

コースもある。初級者や臨時職員の研修は，各公

園ごとに研修が行われている。

最後に，自然解説の技術は奥深く，おもしろい

ことを御理解いただければ幸いである。

（おおたまさひろ・環境庁自然保護局）
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イ ギリス

藤田均

私の子供時代，コンピューターゲームなどとい

うものはなくて，遊びといえば原っぱでの隠れん

ぼうや追い駆けっこ，「色水屋さん｣といって野の

花をすりつぶして水を入れ，きれいな色の水を作

り出し，それを眺めて楽しんだり，その色水で絵

を描いたり，原っぱでキリギリスを追いかけたり，

小川でフナやザリガニを捕ったり……というのが

一般だった。

昭和30年代になり，各家庭にテレビが普及し，

同時に都市化が進行してアパート，マンション生

活者がかなりの数になってきたころから，そして

また，学校での遊びの事故を先生の責任にする傾

向が強まりだして，先生が子供を自然の中で自由

に遊ばせられなくなったころから,ばったりと子

供たちは自然の中で遊ばなくなってしまった。

子供が自然から離れてしまった弊害に気がつい

た親や学校では，最近になって意識的に子供を自

然の中に連れ出すようになってきている。とても

喜ばしいことだと思うが，問題は自然の中に置か

れた子供が，どう行動していいかわからなくなっ

ているように感じられることだ。さらに，子供を

自然の中にどう連れ込んだらいいのかわからない

親も，かなりいるように思われる。

こうなってくると，一部の人ではなく,一般を

対象にした自然教育というのが必要になってくる

が，それを学校に期待するのは無理で，そのあた

りを行っている自然公園行政や社会教育機関でも，

残念ながら日本には，自然解説というのはあって

も，自然の中にどう入っていって，どう遊んだら

いいかを教える自然教育（インタープリテーショ

林業技術No.5881991.3

ン）や，それを教えることを専門にするような先

生を養成する機関というものもあまり聞いたこと

がない。その点，ヨーロッパではどこでも自然教

育システムがきちんとしている。前置きが長くな

ってしまったが，このあたりを踏まえて，イギリ

スでの自然教育の実態について次に紹介したい。

ロンドンの北には，ピークディストリクト国立

公園というのがあって，ここにはヨーロッパで唯

一の宿泊施設を持つ自然教育兼自然教育の先生養

成センターがある。運営は，予算の7割が，受講

する研修生が支払う料金で，残り3割は国立公園

当局とカントリーサイド協会（日本でいえば国立

公園協会のような機関）からの補助で賄われてい

る。自然教育として，年間2泊から7泊の泊まり

がけの研修コースが170,日帰りコースも468あ

って，泊まりがけコースには14,000人，日帰り利

用には16,000人の計3万人もの利用がある。

素晴らしいのは，この自然教育センター（ルー

ズヒルホールという）に，小中学校の先生が自分

のところの生徒たちを3日間ほど泊まりがけで連

れてきて，完全にここのリーダー（先生）に生徒

を任せきることだ。これが，学校のカリキュラム

の一環として行われている。このことによって，

初めて，自然教育は一般的に行われることになる。

もちろん，ほかの宿泊施設を持たない自然教育セ

ンターでも，平日に日帰りで，学校のカリキュラ

ムの一環としての研修が行われている。

その自然教育の内容だが，まず，自然と触れ合

う五感をリラックスさせることから始められる。

リラックスのしかたは，例えば5人1組になって

まん中に1人を置き，目をつぶらせ，残った4人

が四方八方から静かにその人を押して倒す。倒れ

てきた側にいた人は優しく受け止め，また別の方

向に押してやる，というものや，生徒たちを2グ

ループに分け，列になって拍手をしてもらってい

る中を，飛行機のように手を広げ，目をつぶりな

がら拍手の音を頼りに列の間を走り抜けるゲーム

(写真･1)などである。このようなゲームをとおし

て受講生同士，受講生とリーダーと力】親しくなり，

身体（五感）がリラックスしてくる。そのうえで



＝
宮

写真｡l飛行機ケーム

ユーモアを交えて自然教育を行うわけだが，自然

解説のように，決して，この植物の名前は何々で，

などということはいわない。

自然の中に，雨が降っていようと傘を差してで

も連れ出して音を聴かせる。よく耳を澄ませてと

いうのではなく，その音から連想して絵を描いて

とか，俳句を作ってとか，詩を書いてとか，自然

の音に合わせた踊りを踊るように，と話しかける。

これらは，どれ1つとして一生懸命に自然の音を

聴かないとできないものばかりで，知らず知らず

のうちに耳を傾けることになる。それがねらいだ。

また，自然の観察についても，「芸術家ごっこ」

といって，森に連れて行き，絵の具や折り紙（こ

れは，ちぎってはり絵を作る)，のりにハサミ，

紙，鉛筆等を詰め込んだ箱から好きなものを選ば

せ，思うままに絵を描いたり，枯葉等をのりで紙

にはって模様を作ったり，詩を書いたりしてもら

う，というのがある。これも自然に一生懸命観察

するようになることをねらっている。その他，30

Cm四方の鏡を渡してそれをアゴに当てて，牧場の

中を1列になって鏡だけを見ながら歩き回る，鏡

ゲームというのがある(写真･2)。青空の下を歩く

ときは空を泳いでいるよう，木の下を通るときに

は枝に足をとられるような気がする。歩いている

ときは足元に注意を払うのが自然で，まして鏡に

映った逆転の世界，新しい世界がそこに広がって

いるので，枝の付き具合や葉の裏側の葉脈などの

自然を無意識に凝視してしまう。自然を注意深く

観察する眼が知らず知らずのうちに，このような

ゲームをとおして訓練されていくわけだ。

29
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写真･2鏡ケーム

自然教育の内容を一部紹介したが，数多くのこ

のようなゲームをとおしての自然との触れ合いの

しかたの洲彦，これがイギリス式自然教育だ。な

お，幾つもある国立公園の入り口近くにはビジタ

ーセンターがあって，ここでもレンジャーによる

自然教育が行われていることを付け加えたい。

さて，イギリス人は週末になると，ほとんどの

人がナップザックを肩に，電車や車で1時間以内

の所にあるカントリーサイドという「いわゆる意

識的に残されている昔ながらの田舎」にやってき

て，川に沿っての小道や牧場の中を歩き回る。た

またま私がピーク国立公園を週末に訪れたときは

雨が降っていたが，数多くの家族づれが，雨の中

楽しそうに歩いているので，どうして雨なのに傘

も差さずに歩いているのか，そんなに楽しいのか

と聞いてみたところ，「これは健康的な,素晴らし

いスポーツなんだ。あなたはサッカーの試合中に

雨が降ってきたら試合を止めるか。止めないだろ

う。私たちも雨が降ったって止めはしない。スポ

ーツとはそういうもんだ」と説明してくれた。あ

たかもジョギングをしているもの同士がすれ違う

ときにあいさつするように，ニコニコしながら

･･･…。そう，イギリス人がいちばん好きなスポー

ツは，サッカーやラグビーではなく，もちろんゴ

ルフでもなく，散歩（ワンダリング）をすること

だということが，週末カントリーサイド（国立公

園）にいるとよくわかる。これは，ゲームをとお

しての自然教育の結果だろうと思っている。

(ふじたひとし・

大山隠岐国立公園管理事務所/保護科長）

林業技術No.5881991．3



30

う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
私
は
、
こ
れ
に
似
た
発

せ
ん
湾
ん
ご

想
の
も
と
に
、
セ
ン
ダ
ン
の
語
源
は
「
千
団
子
」
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

千
団
子
と
い
う
の
は
、
三
井
寺
の
護
法
善
神
堂
で
、

古
く
は
四
月
十
六
日
、
今
は
五
月
十
六
日
か
ら
三
日

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
法
会
の
俗
称
で
、
千
団
子

祭
と
も
千
団
子
参
り
と
も
い
う
。
こ
の
御
堂
に
祭
る

神
は
、
千
人
の
子
を
持
つ
と
い
う
鬼
子
母
神
で
、
こ

れ
に
千
個
の
団
子
を
供
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
名

が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
「
あ
ふ
ち
」
の
実
は
、
そ
れ
こ

更巣尼

そ
無
数
の
珠
を
連
ね
た
よ
う
に
な
り
、
冬
葉
が
す
っ

か
り
落
ち
た
あ
と
、
黄
色
に
か
が
や
く
実
が
、
枝
い

ち
め
ん
に
群
が
り
つ
い
た
様
は
ま
さ
に
壮
観
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
す
を
千
団
子
に
見
た
て
て
、
こ
れ
を
セ
ン

ダ
ン
ゴ
と
い
い
、
詰
ま
っ
て
セ
ン
ダ
ン
に
な
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

千
団
子
祭
の
別
名
を
栴
檀
講
と
も
い
う
。
音
が
共

通
す
る
た
め
の
当
て
字
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
が
、
こ
う
し
た
名
前
自
体
、
セ
ン
ダ
ン
が
千
団

子
に
関
係
の
あ
る
証
拠
と
も
い
え
る
。

センダン小野蘭山・島田充房『花彙』

形
態
・
分
布
な
ど
暖
地
の
海
辺
の
山
地
に
生
え
、

耐
潮
、
耐
風
力
の
強
い
落
葉
高
木
で
、
四
国
、
九
州
、

琉
球
、
小
笠
原
に
自
生
し
、
本
州
に
植
栽
さ
れ
、
中

国
に
も
分
布
し
て
い
る
。
五
～
六
月
に
複
集
散
花
序

を
つ
け
、
径
約
一
・
五
セ
ン
チ
の
淡
紫
色
の
小
花
を

多
数
開
く
。
花
が
白
色
の
シ
ロ
パ
ナ
セ
ン
ダ
ン
も
あ

る
。
果
実
は
楕
円
形
、
長
さ
一
・
七
セ
ン
チ
の
核
果

で
、
十
～
十
二
月
に
淡
黄
色
に
熟
し
、
落
葉
し
た
の

ち
も
な
お
樹
上
に
鈴
な
り
に
つ
い
て
お
り
、
果
実
は

金
鈴
子
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
葉
は
互
生
し
、
二
～
三

回
羽
状
複
葉
で
大
き
く
、
四
方
に
出
た
や
や
太
い
枝

の
先
に
集
ま
る
。
枝
葉
は
有
毒
で
殺
虫
剤
に
用
い
、

樹
皮
は
回
虫
、
鈎
虫
、
条
虫
駆
除
薬
に
使
わ
れ
る
。

果
実
は
腹
痛
や
痂
痛
に
用
い
、
果
肉
は
ヒ
ピ
、
ア
カ

ギ
レ
に
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
と
わ
ざ
せ
ん
だ
ん
ふ
た
ぱ
か
ん
ぱ

古
来
有
名
な
諺
に
「
栴
壇
は
二
葉
よ
り
香
し
」
と

あ
る
が
、
こ
こ
に
出
て
く
る
栴
壇
を
セ
ン
ダ
ン
科
の

セ
ン
ダ
ン
冨
座
酎
閨
の
烏
国
呂
碍
．
ぐ
胃
．
忌
冒
日
８

（
の
．
ロ
ｇ
）
巨
農
冒
○
に
あ
て
る
の
は
間
違
い
で
、
栴

檀
は
香
木
で
あ
る
ビ
ャ
ク
ダ
ン
科
ビ
ャ
ク
ダ
ン
の
中

国
名
で
あ
る
。
ビ
ャ
ク
ダ
ン
の
目
冨
冒
冒
里
冒
冒
伊
．

は
東
イ
ン
ド
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
、
マ
ラ
ャ
、
イ
ン
ド

南
部
に
自
生
ま
た
は
栽
培
し
て
い
る
半
寄
生
の
常
緑

小
高
木
で
あ
る
。
心
材
は
白
壇
油
を
三
～
五
％
含
み

香
り
が
強
く
、
董
香
料
、
工
芸
材
料
に
用
い
ら
れ
、

ま
た
白
檀
油
を
と
る
。
か
っ
て
は
治
淋
薬
に
白
埴
油

を
用
い
た
が
、
今
は
香
料
原
料
に
す
る
。
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れ
ん

セ
ン
ダ
ン
科
の
樹
木
セ
ン
ダ
ン
の
漢
名
は
棟
、
昔

は
こ
れ
を
「
あ
ふ
ち
」
と
称
し
た
。

あ
ふ
ち

『
枕
草
子
』
に
、
「
木
の
さ
ま
憎
げ
な
れ
ど
、
棟
の

》
』
し
』

花
い
と
ど
を
か
し
、
か
れ
が
れ
に
さ
ま
異
に
咲
き
て
、

か
な
ら
ず
五
月
五
日
に
あ
ふ
も
を
か
し
」
と
あ
る
の

は
、
こ
の
木
の
薄
紫
色
に
咲
く
花
を
、
枯
れ
枯
れ
の

花
と
形
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
枕
草
子
』
に
「
あ
ふ
ち
」
を
「
逢

ふ
」
に
か
け
た
と
こ
ろ
か
ら
、
後
の
歌
人
も
、
例
え

ば
、
「
玉
に
ぬ
く
折
に
あ
ふ
ち
の
花
の
色
を
、
心
移
ら

ぬ
人
の
あ
ら
じ
な
」
（
『
夫
木
集
こ
の
よ
う
に
、
「
折

に
あ
ふ
」
と
、
「
逢
ふ
」
を
花
の
名
に
か
け
て
い
る
。

ス
ベ

中
国
の
詩
に
、
「
門
前
桃
李
都
テ
飛
ビ
尽
ク
シ
、
又

レ
ン
カ

見
ル
春
光
ノ
棟
花
二
到
ル
ヲ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
桃

李
を
は
じ
め
と
す
る
春
の
花
が
す
べ
て
散
り
尽
く
し

た
初
夏
の
候
、
新
緑
中
に
淡
い
藤
色
の
花
が
咲
き
出

て
、
ふ
く
い
く
た
る
香
り
を
放
つ
光
景
を
、
昔
の
人

は
こ
よ
な
く
美
し
い
も
の
に
眺
め
た
も
の
ら
し
い
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
光
景
も
、
近
世
の
人
々
に
は

た
い
し
た
感
興
を
呼
ば
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

木
の
名
の
由
来
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セ
ン
ダ
ン
（
棟
）

そ
れ
と
い
う
の
も
、
中
世
以
来
こ
．
の
木
が
獄
門
台

に
使
わ
れ
、
不
気
味
な
印
象
を
与
え
た
か
ら
で
は
な

か
ろ
う
か
。
で
は
な
ぜ
こ
の
木
を
獄
門
台
に
使
う
よ

う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
由
来
を
、
南
方
熊
楠
が
、

『
紀
州
田
辺
の
生
物
』
と
題
す
る
晴
筆
の
中
で
説
明
し

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
わ
が
国
で
は
、
古
く
罪

き
ょ
う
し
ゅ

人
の
桑
首
に
こ
の
木
の
材
を
使
い
、
悪
木
と
さ
れ
て

き
た
が
、
西
洋
で
は
、
反
対
に
こ
れ
を
霊
木
と
し
、

〃
イ
ン
ド
の
誇
り
（
冒
箆
の
○
国
目
賦
）
〃
な
ど
と
も
い

い
、
お
お
い
に
尊
ば
れ
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
で
こ
の

し
《

木
に
邪
鬼
を
除
け
る
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
た
め

べ
き
ら

で
あ
る
。
中
国
で
も
、
あ
る
時
、
昔
旧
羅
に
身
を
投
じ

た
屈
原
の
霊
が
現
れ
て
、
毎
年
五
月
五
日
供
物
を
賜

る
の
は
か
た
じ
け
な
い
が
、
い
つ
も
鮫
竜
に
こ
れ
を

お
そ
あ
ふ
ち

盗
ま
れ
る
の
で
、
鮫
竜
の
畏
れ
る
棟
の
葉
を
五
色
の

糸
で
包
み
、
供
え
て
ほ
し
い
旨
、
人
々
に
頼
ん
だ
と
い

う
伝
説
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
邪
鬼
を
退
け
る
霊

力
が
こ
の
木
に
あ
る
と
い
う
俗
信
が
日
本
へ
も
伝
え

ら
れ
、
獄
門
台
に
「
あ
ふ
ち
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
熊
楠
説
に
は
異
論
の
余
地
が
な
い
。

深
津
正

小
林
義
雄

さ
て
、
「
あ
ふ
ち
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
「
花
が

あ
ふ
ぐ
ふ
ぢ

藤
に
似
て
、
上
向
き
に
咲
く
の
で
仰
藤
の
義
」
（
『
日

本
語
源
迄
と
か
、
「
枝
ひ
ろ
が
り
、
影
多
き
も
の
な

あ
ふ
つ
ち

れ
ば
、
或
は
蔽
地
の
義
も
て
名
づ
く
か
」
（
『
万
葉
古

今
動
植
正
名
皇
な
ど
の
ほ
か
、
前
掲
の
『
枕
草
子
』

の
「
か
な
ら
ず
五
月
五
日
に
あ
ふ
も
を
か
し
」
の
文

あ
ふ
ち

句
を
踏
ま
え
て
、
『
和
訓
栞
』
に
は
、
「
逢
時
の
義
」

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
説
の
ど
れ
に
も
賛
成

し
か
ね
る
が
、
た
だ
一
つ
、
林
喪
臣
の
『
日
本
語
原

あ
は
ふ
ぢ
せ
い
こ
ぐ

学
』
に
、
「
淡
藤
の
義
」
と
あ
る
の
は
、
正
鵠
を
射
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
ふ
ら

次
に
棟
に
対
す
る
セ
ン
ダ
ン
な
る
和
名
の
語
源
だ

が
、
『
大
和
本
草
』
に
、
「
近
俗
セ
ン
ダ
ン
ト
云
」
と

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
名
は
近
世
に
始
ま
っ
た
も
の
ら

し
い
。
た
だ
し
『
大
言
海
』
の
「
或
ハ
云
う
、
千
段

キ
ギ
ヌ

ノ
木
ノ
義
ニ
テ
、
此
樹
皮
ノ
灰
汁
ニ
テ
縞
ヲ
練
リ
テ
、

識
ギ
脾
ス
ル
ニ
、
一
時
二
千
段
ヲ
染
ム
ベ
ケ
レ
バ
云
フ

ト
ゾ
」
と
の
説
明
に
は
理
解
が
い
か
な
い
。

別
に
、
「
こ
の
木
ふ
し
ふ
し
に
香
気
あ
り
、
故
に
セ

ン
ダ
ン
と
名
づ
く
」
（
『
大
和
本
草
批
正
己
と
か
、

「
四
、
五
月
紫
花
を
開
く
、
そ
の
芽
香
相
似
た
る
所
侍

る
に
や
』
言
滑
稽
雑
談
己
な
ど
の
説
も
あ
る
が
、
花

の
香
気
を
栴
檀
（
白
檀
）
の
香
り
に
た
ぐ
え
た
点
は

わ
か
る
と
し
て
も
、
「
あ
ふ
ち
」
の
材
に
は
格
別
の
芳

香
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

一
方
、
山
本
章
夫
は
、
『
万
葉
古
今
動
植
正
名
』
の

ぜ
ん
簿
ま

中
で
、
セ
ン
ダ
ン
は
千
珠
の
意
味
で
は
な
い
か
と
い
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昭
和
八
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
詩
人
が
、
日
照
時

間
の
少
な
い
大
地
と
取
り
組
ん
で
苦
労
し
た
の
は
昭

和
初
期
の
こ
と
、
ざ
っ
と
六
十
年
前
だ
。
し
か
し
、

今
私
が
仰
ぐ
み
ち
の
く
の
頭
上
の
空
の
ほ
う
は
、
そ

の
こ
ろ
と
少
し
も
変
わ
っ
て
い
ま
い
。

東
み
雪
の
森
の
な
だ
ら
を

ほ
そ
ぼ
そ
と
み
ち
が
め
ぐ
れ
ば

向
ふ
は
松
と
岩
と
の
高
み

が
ら
ん
と
暗
い
み
ぞ
れ
の
空
が
ひ
ら
い
て
ゐ
る

．
：
：
．
そ
こ
こ
そ
峠
の
い
た
だ
き
だ
：
…
．

予々趣
コナラの花（画・筆者）

「
五
輪
峠
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
詩
を
私
は
特
に
珍
重
た
に
違
い
な
い
。
そ
ん
な
詩
が
あ
る
。

し
て
、
そ
こ
へ
も
行
っ
て
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
日
輪
青
く
か
ぎ
ろ
へ
ば

歩
く
こ
の
花
巻
の
奥
の
、
と
あ
る
山
路
も
、
ま
っ
た
修
羅
は
樹
林
に
交
響
し

く
同
じ
風
情
で
あ
る
。
五
輪
峠
は
北
上
山
地
の
一
隅
陥
り
く
ら
む
天
の
椀
か
ら

に
あ
る
。
死
者
へ
の
祈
り
を
感
じ
さ
せ
る
五
輪
の
塔
雲
の
魯
木
の
群
落
が
延
び

が
実
在
す
る
さ
み
し
い
峠
で
あ
る
。
賢
治
は
そ
う
い
そ
の
枝
は
か
な
し
く
茂
り
（
後
略
）

う
峠
に
託
し
て
、
心
境
を
歌
っ
た
。
「
春
と
修
羅
」
と
題
し
た
詩
の
中
の
修
羅
と
森
の
関

今
日
も
春
だ
と
い
う
の
に
、
み
ち
の
く
ら
し
く
空
係
が
わ
か
る
。
花
巻
の
東
西
に
は
「
森
」
の
付
く
山

は
青
く
な
い
が
、
見
上
げ
る
山
肌
の
樹
は
コ
ナ
ラ
だ
。
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
全
国
で
も
珍
し
い
こ
と
だ
が
、

芽
吹
き
と
同
時
に
黄
色
い
花
を
た
く
さ
ん
垂
ら
し
て
そ
の
名
は
賢
治
が
登
場
さ
せ
た
も
の
だ
け
を
見
て
も

い
る
の
が
、
自
然
の
活
力
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
い
か
に
多
い
こ
と
か
。

い
い
で
え
ず
り
こ

賢
治
は
天
与
の
太
陽
光
線
の
弱
さ
、
日
照
時
間
の
飯
豊
森
、
石
ヶ
森
、
狼
森
、
江
釣
子
森
、
黒
坂
森
、

坐
ご
↓
。

い
す
と

少
な
さ
を
嘆
い
て
農
作
物
の
研
究
を
し
た
が
、
森
に
策
森
、
鳥
ケ
森
、
蝶
ケ
森
、
毒
ヶ
森
、
七
つ
森
、
盗

す
む
烏
の
観
察
も
し
て
い
る
。
「
風
林
」
と
題
す
る
詩
森
、
沼
森
、
箱
ケ
森
。
す
べ
て
実
在
す
る
山
の
名
で

の
冒
頭
で
「
か
し
は
の
な
か
に
は
鳥
の
巣
が
な
い
。
あ
る
。
山
肌
が
思
い
浮
か
ぶ
。
そ
の
中
に
は
、
賢
治

あ
ん
ま
り
が
さ
が
さ
鳴
る
た
め
だ
」
と
。

が
「
お
経
」
を
埋
め
た
い
山
頂
と
し
て
特
筆
し
た
森

カ
シ
ワ
の
葉
は
冬
も
落
ち
ず
に
着
い
て
い
る
。
お
も
あ
る
。

そ
ら
く
木
枯
ら
し
の
吹
く
日
の
見
聞
だ
ろ
う
。
こ
こ
森
は
山
肌
を
覆
っ
て
い
る
樹
木
た
ち
の
こ
と
で
、

に
は
カ
シ
ワ
の
樹
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
か
っ
て
森
は
彼
に
と
っ
て
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
。
童
話
を

は
も
っ
と
樹
が
茂
っ
て
い
た
ろ
う
。
鳥
が
巣
を
作
り
つ
く
り
出
す
世
界
で
も
あ
っ
た
。
賢
治
の
詩
を
通
じ

や
す
い
の
は
、
ナ
ラ
や
ホ
ウ
の
樹
で
あ
る
。
幹
が
軟
て
感
じ
る
も
の
は
、
こ
の
「
森
」
の
過
去
と
現
在
で

ら
か
い
せ
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
。
山
は
す
べ
て
、
か
っ
て
は
森
だ
っ
た
の
だ
ろ

私
は
鳥
の
姿
も
探
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
い
な
か
う
か
。
賢
治
は
晩
年
、
法
華
宗
の
熱
烈
な
信
者
と
な

っ
た
。
春
た
け
な
わ
に
な
れ
ば
、
お
そ
ら
く
ナ
ラ
の
っ
た
。
「
宗
教
は
疲
れ
て
近
代
科
学
に
置
換
さ
れ
、
し

樹
は
〃
営
巣
樹
″
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
は
そ
の
季
節
か
も
科
学
は
冷
た
く
弱
い
」
と
晩
年
に
歌
っ
た
心
境

を
想
像
し
、
あ
ら
た
め
て
コ
ナ
ラ
の
花
を
眺
め
た
。
は
、
森
の
あ
る
山
の
頂
を
死
後
の
安
住
の
地
と
し
た

宮
沢
賢
治
も
昔
な
が
ら
の
「
森
」
に
ひ
か
れ
て
い
か
つ
た
の
か
、
そ
ん
な
思
い
で
私
は
花
巻
に
戻
っ
た
。
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病
院
が
左
手
に
建
っ
て
い
る
。
「
廃
止
反
対
」
の
ビ
ラ

森
へ
の
旅
が
あ
る
．
経
営
難
の
た
め
ら
し
い
が
。
｜
人
の
看
護

婦
が
入
口
か
ら
出
て
き
た
。
後
は
、
人
影
を
見
な
い

山
峡
の
道
。
し
か
し
十
五
分
歩
く
と
、
左
右
に
旅
館

別
宮
沢
賢
治
の
歌
っ
た
森

が
現
れ
、
そ
こ
が
台
温
泉
で
あ
る
。
「
台
」
と
は
魅
力

岡
田
喜
秋
潔
か
椛
鑪
、
環
境
は
良
い
。
一
九
九
○
年
春
の

み
ち
の
く
の
春
は
、
南
国
と
違
っ
て
、
そ
の
訪
れ
お
れ
は
ひ
と
り
の
修
羅
な
の
だ
路
傍
に
積
ん
で
あ
る
化
学
肥
料
の
袋
を
見
た
と
き
、

が
住
む
人
の
人
生
の
喜
び
に
通
じ
る
。
私
も
仙
台
に
と
い
う
表
現
で
わ
か
る
「
修
羅
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
私
は
宮
沢
賢
治
が
生
涯
の
仕
事
と
し
た
農
業
改
良
の

住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
で
、
東
京
に
行
っ
て
も
春
が
春
を
手
放
し
で
た
た
え
る
人
の
気
持
ち
を
反
省
さ
せ
努
力
、
そ
れ
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
死
ん
だ
気
持
ち
に

近
づ
く
と
、
み
ち
の
く
の
雪
は
ど
の
く
ら
い
と
け
た
．
る
。
思
い
及
ん
だ
。

か
と
、
毎
年
の
よ
う
に
思
い
を
は
せ
る
。
「
林
と
思
想
』
と
い
う
詩
で
は
、
あ
そ
こ
の
田
は
ね
え

『
雪
国
の
春
鶴
と
い
う
題
で
一
冊
の
本
を
書
い
た
の
そ
ら
ね
ご
ら
ん
あ
の
種
類
で
は
窒
素
が
あ
ん
ま
り
多
す
ぎ
る
か

は
柳
田
国
男
だ
っ
た
が
、
春
と
い
う
も
の
が
、
雪
国
む
か
ふ
に
霧
に
ぬ
れ
て
ゐ
る
ら

み
ず

の
人
に
と
っ
て
は
ど
れ
ほ
ど
う
れ
し
い
も
の
か
。
そ
き
の
こ
と
の
か
た
ち
の
さ
い
さ
な
林
が
あ
る
だ
も
う
き
っ
ぱ
り
と
潅
水
を
切
っ
て
ね

の
実
感
は
、
関
東
以
西
の
人
に
は
わ
か
ら
な
い
と
も
ら
う
三
番
除
草
は
し
な
い
ん
だ

い
え
る
。
あ
そ
こ
の
と
こ
へ
．
：
…
一
し
ん
に
鵬
を
走
っ
て
来
て

宮
沢
賢
治
の
感
じ
取
っ
た
「
春
」
は
、
独
自
で
あ
わ
た
し
の
か
ん
が
へ
が
青
田
の
な
か
に
汗
拭
く
そ
の
子

る
。
彼
は
み
ち
の
く
も
雪
の
比
較
的
少
な
い
岩
手
県
ず
い
ぶ
ん
は
や
く
流
れ
て
行
っ
て
燐
酸
が
ま
だ
残
っ
て
い
な
い
？

花
巻
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
日
本
海
側
ほ
ど
雪
は
降
ら
み
ん
な
み
ん
な
使
っ
た
？

な
い
が
、
岩
手
県
下
の
気
象
は
春
が
訪
れ
て
も
太
陽
溶
け
こ
ん
で
ゐ
る
の
だ
よ
農
学
者
な
ら
で
は
の
詩
で
あ
る
。
収
穫
の
少
な
い

光
線
が
乏
し
い
。
い
や
、
夏
が
来
て
も
、
日
照
時
間
こ
こ
い
ら
は
ふ
き
の
花
で
い
っ
ぱ
い
だ
岩
手
の
風
土
。
今
見
る
路
傍
の
化
学
肥
料
の
袋
の
上

が
少
な
い
。
そ
れ
は
、
住
む
人
に
と
っ
て
の
人
生
観
賢
治
は
花
巻
を
取
り
巻
く
自
然
の
中
を
常
に
歩
い
に
は
二
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
入
り
で
、
そ
の
成
分
は
チ
ッ

に
も
影
響
し
て
く
る
。
宮
沢
賢
治
は
「
春
と
修
羅
」
て
い
た
・
賢
治
の
詩
集
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
、
私
ソ
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
リ
ン
サ
ン
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
書

と
い
う
題
の
詩
を
書
い
て
い
る
。
も
彼
の
故
郷
の
近
く
を
歩
い
て
み
た
。
い
て
あ
る
。
そ
し
て
、
「
植
物
の
生
育
に
最
大
効
果
あ

湾
い

四
月
の
気
層
の
ひ
か
り
の
底
を
花
巻
温
泉
か
ら
台
温
泉
へ
通
じ
る
道
が
あ
る
。
左
り
」
と
、
こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
賢
治
が
見

つ
ば
き唾
し
は
ぎ
し
り
ゆ
き
き
す
る
右
は
平
凡
な
山
肌
、
し
ば
ら
く
行
く
と
、
国
立
花
巻
た
ら
、
何
と
い
う
だ
ろ
う
。
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れた伐根をぎりぎりまで桶樽材と

して現場採材し，製材工場では，

建築材を採った残材も指物用材，

木工用材としてとことん利用，最

後に残った鋸くずや端材は，家庭

農林鶏

｢木」はいつからゴ に化けた
、
、
へ

燃料として販売されたものである。

また，住宅や家具・建具となった

木材も改築・新築時には主要部材

はていねいに解体のうえ再利用さ

れたし，家具・建具もかんなでひ

と皮むいては新品によみがえらせ

たものである。こうしたことがい

つごろから消え，捨てることが文

化であるとなったのだろう。

木材産業が廃材として最初にそ

通産省が｢再生資源利用促進法」

なる法律案を今国会に提出すべく

厚生，建設，運輸などの関係省庁

と調整し，事務次官会を経ていざ

閣議で決める就剛に,警察庁から
のクレームで頓挫し，四苦八苦中

との報道があった。この法案は昨

今のゴミ問題の深刻化と省資源の

両面から，国が産業廃棄物有効利

用のガイドラインを定めて企業の

ゴミ減量，再資源化を促進しよう

とするまことにけつこうこの上な

い法律であるはずだが，そこが役

所の縄張りに絡んだことになると

話が簡単で蝿なり，とたんにマ
スコミから椰楡されることになる。

翻って，わが木材業界も大量の

ゴミを排出する産業であってみれ

ば，これは他入ごととすましてい

ると，法律の施行に伴いとんでも

ないことになる。そこで2月2日

に「木質系廃棄物リサイクル研究

会」を発足，今年8月末をめどに

研究結果をまとめることになった。

わが国の林業・木材産業はつい

先刻まで，ゴミとか廃棄物とかを

排出することはいっさいなかった。

林業では，丸太を採材して残った

末木も小丸太として立派な商品と

なったし,枝条や落噌等?たぐい
も貴重な燃料として囲炉裏で栗を

焼き，子供の顔を赤く輝かせた。

スギやヒノキの分厚くそして樹脂

を多く含んだ皮は，民家の屋根を
ふ

葺くための優れた資材となった。

木材産業にとっても，林地に残さ

の処理に悩んだのは鋸くずだった。

大堂に工場から排出される鋸くず

は，燃料として安価な石油が登場

した昭和30年ごろから急速にじ

ゃまものとなり，処理に困った工

場が川に流して河川漁民との紛争

をあっちこつちで巻き起こした。

皮の処理も頭痛の種となった。が，

間をおかずに鋸くずは畜舎用に，

皮はパーク肥料に，背板などは木

全 一

廃棄物問題と木材

の有効活用

昨年は，新聞等のマスコミでも

廃棄物の問題がクローズアップさ

れた年であった。これは一連の地

球環境問題の中で，資源の有効活

用という観点から，人間の生活の

すべてのむだをなくそうという気

運の現れである。それとともに，

より現実味のある動機として，限

界が見えてきたいわゆるゴミ処理

場の問題もある。

廃棄物は，政令で特定される産

業廃棄物と，ゴミとし尿からなる

一般廃棄物とに分けられるが，こ

れらの廃棄物の量は年間に前者が

約3億t,後者が約5000万tであ

る。林業に関連したものとしては，

産業廃棄物の中の｢紙くず」と｢木

くず｣,一般廃棄物の中の紙と木が

挙げられるが，左図はこのうち産

業廃棄物の「木くず」の量の推移

を示したものである。

|縦識艤鱒'る臼零鯵赫業I

木くず

｢6,628(’
木くず

8,058(23％） 6％）

／計、
292,312
《'00.0％）

／計、
312,271

('00.0％）E>

('980年度）（'985年度）

産業廃棄物に占める木くずの割合（単位:1,000t/年）
資料：「産業廃棄物ハンドブック（平成2年)」厚生省
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利チップとして新たな用途が開

発され，廃材が資源に生まれ変

わった。こうして木材産業は，

産業廃棄物とは無縁の産業であ

ったはずだ。ところがここにき

て，廃棄物の一大排出産業とし

て位置づけられるはめに陥った。

それは，解体家屋によってもた

らされるぼう大な量の廃材であ

る。

今,築後20～30年の木造モル

タル住宅力鍾替えの時期となり，

ブルドーザーがうなりと砂塵を

上げて一気につぶしたガレキは，

木材の面影をみじんも残さない。

再利用とは無縁の廃棄物は，新

しい法の下で産業廃棄物として，

その処理とコストの資を廃棄者

が負うことになる。廃棄量の減

量をどう工夫するか。木材業界

は喫緊の課題を背負った。真壁

工法全盛の副産物と見るは短絡

か。でもそこにかぎがあるので

はと，どうしても思えるのだが。
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高 密路網林政拾遣抄

＃過日，新城営林署管内の段戸

＃国有林を訪れた｡目的はb27m/
蝿

肖haという高密な林道網を持つ
§ここでの作業の特徴を調べるこ
■

目とにあったが，この地の林道開
嘩

目設が進んだ陰に，2人の先人の
目優れた指導のあったことを知っ
函

目たのは，大きな収穫であった。
■

弓1人はドイツ人シルリング,他
昌は金原明善である。
ロ■

目シルリングは帝室林野局御雇
U■

胃顧問として明治34年瀬尻国有
昌林で木材搬出路の設計,開設の
削剛

＃任に当たった人である。瀬尻国
＃有林に次いで段戸(大正6年)，

＃金沢段戸(大正'0年)，岐阜県
InⅡ

＃七宗国有林(大正10年)へと路
M網開設は進められていった。彼
1川

船はドイツのヘッセン地方とよく
ⅢⅡ

劇似た地形の段戸（段戸とは戸を
：段々に並べたような地形で,平
画

呂たんな様を表す意味という）で，
陶

昌ヘッセン地方に普及していた方
昌式に準じ林道を敷設した｡｢産物
廊

目の集散を図上で予察して主線の
ﾛ■

言位置を定め，路網勾配は8％程
冒度，将来軌条の敷設を目標とし，
9■

西醜霊量霊韮冨詑叩加菅葺壼薑薑薑菫量譽薑量譽§薑塁

主線の終点と副線の交差点で地

形平たんな場所を選んで土場を

設置する」方法を採ったという。

なお，このシルリングが林道

設計，開設に乗り出した以前に，

瀬尻山への植林を積極的に進め

た金原明善が，瀬尻国有林にお

ける林道必要性を政府に｢建白」

(明治31年）していることも忘

れてはならない。ともかく，シ

ルリングと明善の2人の着想が，

昭和40年代の高密路網の開設

へと発展したということは，段

戸国有林の大きな特色として記

憶されねばならないのである。

現在は，林内広くびっしりと

生えている(1ha当たり5()万本

との推定もある）ヒノキの稚樹

を育て，複層林を造りあげるこ

とに力が傾けられている。人の

手や目力細かく届くのも，小型

林内作業車が効率よく間伐材を

運び出せるのも，張り巡らされ

た林道網のおかげという。今後

の成果を期待したい。

（筒井迪夫）

1985年度の「木くず」は,1980

年度のそれに対して鯉，産業廃棄

物全体に占めるシェアともに増加

している。ここでいう「木くず」

は，主に建築物の解体に伴って発

生するものであり，この間に建築

物のr建替え」が増加したことを

示しているが，一方でこの同じ間

に木造の建築着工床面横は22％

も減少している。

年間に約40万mW消費される割

りばしが，資源のむだづかいか有

効活用かについては，ここでは触

れないが,おおむねその40倍の量

の「木くず」が1年間に排出され，

そのうち再利用されているのは約

半分である。持続的な利用が可能

な資源である森林から生産される

木材について，いっそう再生再利

用の道を開発していく必要がある。
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近年，人間の排出する大気汚染

物質による地域的あるいは地球規

模での環境影響が大きな問題とな

っているが，その中でも特に酸性

雨と酸性霧は，①国境を越えた汚

染害であり，1国のみの努力では

解決できず，国際的協調が必要な

こと，②陸上生態系および建造物

に与える影響が深刻で，欧米の森

林衰退と湖沼酸性化の最大要因と

考えられていること，③中国等ア

ジア大陸東部でのSO2排出がこの

まま続けば，いずれは日本の山地

帯でも同様の森林被害が現出する

と推測されること，④関東平野で

のスギ林衰退原因の1つではない

かと疑われていること，⑤欧州で

は森林への石灰散布も行われてい

るが，一度衰退した森林の回復は

きわめて困難なこと等により，林

業関係者にとっても見過ごすこと

最近，スギ，ヒノキ人工林で穿

孔性害虫による被害が増えている

という。しかし，どの害虫の被害

がどこでどれくらい，全国の被害

面績はいったいどれほどに上るの

かといったことは，どうもはっき

りしない。このあたりのことが元

凶の虫同様深く潜行しているのは，

一説によると，被害の存在が明ら

かになると，その一帯の材は買い

手がつかなくなるか，ついても材

価が極端に下がってしまうから，

森林所有者は口をつぐみがちなの

だということだそうな。

従来あまり見られなかったこの

ような被害が，なぜ最近になって

顕在化したのだろうか。加害虫の

ほとんどは，昔から広く森林内に

生息していたものであるとすれば，

彼らの生活環境に大きな変化が起

こったということかもしれない。

のできない大きな問題である。

しかし，酸性雨，酸性霧の発生

メカニズムや生態系影響のメカニ

ズムについて，科学的にきちんと

解説した書はきわめて少なく，多

くの書は問題のみをセンセーショ

ナルに喧伝しているだけであり，

酸性雨問題に真の理解を得ようと

してもなかなかできないのが実情

である。

本書は大気化学，陸水化学，植

物生態学，土壌学，農・林学，環

境行政等の専門家が分担執筆して，

最新の科学的成果に基づき，現在

考えられている酸性雨発生メカニ

ズムとその生態系への影響につい

て詳しく解説ルたものである。

概論に続き各論では，酸性雨の

歴史（欧州，北米，我が国の歴

史),酸性降下物の発生源と酸性雨

の発生メカニズム（発生源，発生

こんな疑問を解消し，何らかの

対応策を考えるとすれば，まず彼

らの生活および信条？を知るとい

うことから始めなければなるまい

と，素人は考えるが，どうして，

どうして，この本によると，専門

家は長年の研究の積み重ねによっ

て，彼らの氏素性はもとより，趣

味・嗜好から前科に至るまで，よ

くも，まあ，というほどすっかり

調べ上げているのである。それな

ら虫害の心配は遠からずなくなる

のかといったことは，相手の都合

もあることだし，横に置いといて，

不思議に満ちた虫たちの暮らしの

一端を知り，自然の精妙さにあら

ためて思い至らされるということ

に，この本の意義を求めたい。

話題は見てのとおり100に分か

れており，どの話題も見開きの2

ページでまとめてあるので，どこ



のメカニズム)，酸性降下物の現

状（欧州，北米，中国，我が国の

現状),生態系に与える酸性降下物

の影響（自然生態系に対する酸性

雨の影響，酸性降下物による河

川・湖沼の酸性化の可能性とその

生態学的影響，自然土壌，森林・

林木，果樹，腱作物への酸性雨の

影響)，対応策の現状が述べられ，

さらに，ゴルフ場で観測した最近

の雨水の化学状態についての報告

も載せられている。かなり高度で

専門的な記述であるが，酸性雨に

関する科学的，総合的知識を得る

という意味において，現時点での

最良の書といえよう。

（堀大才・日本緑化センター）

から読み始めてもよい構成になっ

ている。専門家が平易な表現に苦

労したというだけあって，中身は

相当に高度な知識であってもわか

りやすく書いてある。もちろん，

話題は森林害虫のことばかりでな

く，チョウやセミそれにテントウ

ムシのことなど，幼い日になじん

だ虫にも及んでおり，今にしてな

るほどと思わされる点でも，親し

みのわく本である。

この本は，日林協の会員に無償

で配付するかたわら，一般書店で

も提携の出版社を通じて発売され

るということである。最近，よう

やく森林・林業に関する一般書が

少数ながら出版されているが，売

れなければ何もならない。売れる

本はいい本だ／本書に期待する。

（石井健雄）
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W司言言刑

不在村者等のための森林管理

本誌にr統計にみる日本の林

業」という柵があり,1月号に

林家の動きが戦っていた。それ

によると，平成2年の全国の林

家数は2509千戸で,そのうち農

家林家が1595千戸,非農家林家

が913千戸となっており，10年

前と比べ，農家林家が約2割減

ったのに対し，非農家林家が5

割も増えているという。

筆者も林家の1人であるが，
山林の管理が思うようにできず

手入れをしていない。この山林

というのは，兄と筆者との共同

所有となっている山林で，造林

して四十数年経っているスギ主

体の人工林である｡昭和40年前

後に稲の乾燥用骨材丸太として

間伐を実施し,50年ごろに納屋

建築用材料として一部伐採した

だけで，その後全然手を加えて

おらず，過密林分となっており，

下草も生えていない状況となっ

ている。

先日，実家の兄から電話があ

り，森林組合の職員が筆者らの

所有する山の立木を伐らせてほ

しいとみえたという。実施方法

は，森林組合が伐採木の選定，

伐出，販売のすべてを行い，売

払い代金から伐出等にかかった

経蜜を差し引き，残りを所有者

に渡すという方法だという。近

所の山を持っている人たちも森

林組合に任せて実施したとのこ

とで，自分で山の手入れができ

ないので，やってもらったほう

がいいと思うがどうか，という

ことであった。筆者も同意する

ことにした。

また，前の話に戻るが，山林

の規模別に見て，0.1～1haの

零細な階層が前に比べ，増えて

いるという。林家が保有してい

る山材面積は,私有林面積の64

％を占めており，所有規桜捌に

林家が保有している面積の構成

比から見て,1ha未満の階層が

所有している山林面積は，わず

か8％にすぎないが，1～5ha

未満を所有している階層を含め

ると32％となっている。

林家の中には筆者のような不

在村者となり，何らかの喜副青で

放置している方がけつこういる

のではないかと思う。また，農

家休家の中でも，世代交代によ

り親から引き継いだ林家も同様

ではないかと思う。

人工林面積が1000万haを超

え，間伐を必要とする面積がか

なりある中で，健全な森林を造

成していくために，こういう林

家のための手だてが必要ではな

いかと思う。

和歌山県森連のように，不在

村者の森林管理（山番）につい

て積極的に委託を勧めていると

ころもある。不在村者あるいは

農家林家等のうち，自主管理の

できない者が所有している面積

は，全森林面積のほんの一部で

あるとは思う。しかし，自分で

管理できない所有者に代わって

保育管理してくれるところがあ

るということを，穣極的にPR

し，実行することによって，健

全な森林を作っていくことにも

なり，ひいては森林組合等の活

性化および育成にもつながって

いくのではないだろうか。

(T.K)

(この欄は編集委員が担当しています）

林業技術No.5881991..3
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新しい山村振興対策について

－国土審議会山村振興対策

特別委員会の「意見」の解説と

国土庁の来年度施策要求

国土庁地方振興局長田綏男

山林No.1279

1990年12月p2～7

①山村振興法は，山村の町村

長の長い間にわたる運動が実り，

国土保全と山村の諸格差是正を目

的として,昭和40年に,議員立法

で制定された。現在1,195の市町

村が，山村振興計画に基づき，そ

の振興を図ってきている。

②山村振興計画は，国土保全

の重要性や地域振興の緊要性等を

勘案して，都道府県知事が市町村

長の意見を聞いて当該山村につい

て作成し，内閣総理大臣（国土庁

長官）が各省庁と協識のうえ，承

認するという手続きにより策定さ

れる。

③昭和40年以来，各山村と

も，3期にわたって計画策定し事

業を進めてきたことから，山村に

おけるインフラ等の整備は格段に

進められてきた。

④先般策定された，第4次全

国総合開発計画は，国土の健全な

発展のために，山村で新たな対策

を講じることを強く要請している。

⑤このため国土庁では，委員

会に設けられた企画部会の報告書

をまとめ，本委員会の意見として

決定し，政府に提出したものであ

る。

本稿は，「意見Jについての解説

と，国土庁の平成3年度施策要求

林業技術No,5881991.3

のうち第三セクターについて取り

まとめたものである。

森林土壌水の溶存養分の動態

東京農工大学農学部生原喜久雄

森林と肥培No.146

1990年12月p.8～14

今までは，地力に及ぼす保育の

影響や地力維持の対策を検討する

場合，根系域の鉱物土壌層に含ま

れる体積当たりの養分元素鑓，土

壌水の総量やそこに溶存している

養分元素量等の情報をあまり考慮

していない。しかし，表層土壌の

理化学的性質，地上部の養分現存

量や森林域での降水による付加と

渓流からの流出による養分収支と

の関係のみでは，森林の物質循環，

地力維持，種々の機能を考えるう

えで，限界が生じてくることがわ

かってきた。特に土壊中での養分

動態をブラックボックスとして取

り扱っていたのでは，森林生態の

複雑な系の解明は難しいという認

識になってきたといえる。

森林地の表層から下層への，土

壌水中の溶存養分の動態を調べる

方法はいくつかあり，それぞれの

目的に応じて用いられている。

本稿では，古生層の森林で，主

にポーラスカツプを用いた簡易採

水器で採水した土壌水の，養分の

移動特性について概説している。

脚革帯地すべり地の安定解析

愛媛大学工学部矢田部龍一ほか

地すべり27－3

1990年12月p.11～18

破砕帯地すべりに関しては地質

構造の複雑さもあって，土質力学

的な解明は遅れてきたように思わ

れる。著者等は破砕帯地すべりの

機構解明のために，すべり層粘性

土の力学特性の把握や移動挙動に

関する解析などを行ってきている。

地すべりの機構の解明や対策工

の設計を行うに際して，すべり層

の土の強度定数を求める必要があ

る。強度定数は逆算により求めら

れることが多く，せん断試験を行

って求めることはまれである。こ

れは地すべりが現に滑動している

から，現状安全率を1程度として

問題はないと思われていることと，

せん断試験により土の強度定数を

求めても，実際の現象をうまく説

明できない場合が多いことの2つ

を主な理由としている。

本報告では，まず，逆算法の問

題点について簡単に述べ，次いで，

要因が比較的はっきりしており，

機構が単純な切土に伴い発生した

地すべりに対して，強度定数の逆

算値と実験値の比較をすることに

より，地すべりに対する土質力学

的アプローチの妥当性の検討を行

う。そして現に滑動している破砕

帯地すべりに対して，すべり面の

土の強度定数を用いた安定解析を

行い，地すべりの機構に関して検

討を加えている。

地すべり調査に従事して

技術士（森林土木）仲野昭治郎

フオレストコンサルNo.47

1990年12月p8～13



地すべりは，例えば第三紀層地

すべりとか破砕帯地すべりなど多

くの分類が挙げられているが，確

かに特徴，傾向において共通点は

あるが，地形，地質構造などの差

異によって同一のものはなく，そ

れぞれ特有の機構を持っている。

そこで第1に考えられることは，

地すべりといってもすべり運動の

1つであり，靴で路面をすべるこ

とも，スキーで雪の上をすべるこ

とも同じことであるから，靴面と

路面との関係，すなわち移動層の

底面と基盤面との接触面，すべり

面の状況を知ること。第2に，地

すべり変動の起動力（重力，地震

力，間隙水圧，地中空気圧などの

複合エネルギー）が，地すべり土

塊にどのような条件のときに作用

し，どのような形で移動させて，

どのような過程で，複合エネルギ

ーが安定エネルギーに変換してい

くのか，調査によるこれらの機構

解明が地すべり対策工事のキーポ

イントであると思われる。本稿は，

筆者が北海道林務部および民間コ

ンサルタントに勤務し，このこと

を念頭において新たな調査を試み

たものである。

車体屈折式ホイールトラクタ

の等高線走行における動的横

転倒

宇都宮大学農学部楊建華ほか

日本林学会誌73－1

1991年1月Pl～10

車体屈折式ホイールトラクタを

2つの連結した剛体とみなし，等

高線走行の動的横転倒時における

車体前部と後部の関係および車輪

と障害物の関係が検討されている。

タイヤが障害物に当たるときの衝

突速度からトラクタが横転倒に到

る走行速度の理論式が求められた。

転倒は，山側前車輪が障害物に当

たって車体前部が後部とともに回

転して転倒する場合，連結構造に

より車体前部の転倒が後部に抑止

されながら一体となって回転しつ

つ，後車輪が障害物に当たって転

倒する場合，および前部と後部が

お互いに独立に回転して転倒する

場合がある。車体の1つが転倒す

れば,結局,トラクタ全体が娠倒す

る。車が静横転倒角と前後車体の

間の最大許容ねじり角との差より

も急な斜面を走行するときは，動

的横転倒限界走行速度は急激に減

少し，前部および後部が独立に回

転するので，車体前部および後部

の独自の三角形支持面でトラクタ

の安定を検討しなければならない。

林地傾斜の増加や前部が転倒限

界に近くなるのに応じて連結構造

のねじり角を減少させたり，前部

と後部をロックする方法により，

動転倒限界を高めれば，走行安全

性を向上させることが可能である

と述べられている。

広葉樹伐根を利用した食用菌

の栽培

夕張営林署桜庭勝男

北方林業43－1

1991年1月p.12～14

夕張営林署管内513林班は，御

料林時代から択伐が繰り返されて

きたが，現在もなお良好な広葉樹

林を形成しており，広葉樹施業の

指標となるよう，またさらに，質

の高い広葉樹林に育てていくため

に，実験林を設定し調査研究に取

り組んでいる。この実験の中で，

後継樹育成の一手段として，ハリ

ギリの伐根造林を試験的に行って

いる。ハリギリが稚幼樹のころは，

草本類・ササ等の被圧を避けるた

めに伐根が役立つが，成長に伴い，

39

伐根の根系がハリギリの成長を阻

害する恐れがある。通常，伐根は

サルノコシカケ菌等の腐朽菌によ

り腐朽するが，これに代えて食用

菌を接種することにより，伐根の

腐朽を促進させるとともに伐根造

林の成長を促し，併せてキノコの

栽培も行って伐根の有効活用を図

ることを目的として，食用菌の接

種を試験的に開始した。

ASEANにおけるラバーウッド

事情

元東京大学農学部浅野猪久夫

木材工業No.525

1990年12月p､2～7

ゴムの木の原産はブラジルで，

100年以上前にイギリスの植民地

時代に導入されて以来，ゴム産業

は輸出産業として急速に拡大して

きた。現在，天然ゴムの需要は合

成ゴムを含む全ゴム需要の約30

％であるが，その中でマレイシア

の生産量が第1位で35％を占め，

次にインドネシアが24％,タイが

18％と続いている。

マレイシアを例に取ってみると，

ゴム林の総面積は約190万haで

農地面積の45％を占め,第1の農

地面穣割合を持っている。ゴムの

採集は収量的に活性のある樹齢

25～30年までとされている。その

ため，年間約3％のゴム園を再植

する計画でいろいろな推定が行わ

れている。ゴムの木は，天然ゴム

の生産の副産物として継続的にリ

サイクルしている木材資源である

ことから，マレイシアはもちろん，

近隣のASEAN諸国がゴムの木

の利用開発と，その製品輸出拡大

に大きな関心を持っている。

本稿は，筆者がFRIMに滞在

中，ラバーウッドの乾燥について

得た知見を紹介したものである。

林業技術No.5881991.3
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&＆ももd444464d4444d い，1人が1台の機械を使用する

作業仕組みで伐倒前に行った。

2．調査項目

1本当たりの伐木造材作業功程，

チェーンソー使用時間，かかり木

等のトラブル発生率とその処理時

間などを調査した。また，伐倒前

の枝払いについては，1本当たり

の平均枝払い所要時間を調査した。

nl.作業功程の比較

伐木造材作業を以下の要素作業

に分け，1本当たりの作業功程を

調査した。

準備，歩行：選木，見回し，次

の伐倒位置への移動など

鋸断：チェーンソーによ

る受口切りと追口切り

倒伏：手またはロープを

用いて木を倒す作業で，かかり木

等のトラブル処理を含む

枝払い：チェーンソーによ

る枝払いとそのための歩行

玉切り：木取り，玉切りと

そのための歩行

その他：木寄せ，給油など

結果は表・2に示した。

栗東における調査では，自動枝

打機による枝払いは，伐倒木なら

びに残存木に対して同時に行った。

1本当たりの枝払い所要時間は，

伐倒木340秒，残存木310秒で，

打上げ高はそれぞれ9.5m,8.0m

であった。

伐木造材の要素作業時間は「準

備，歩行」および「その他」には，

会員の広場

間伐における伐木造材作業の
改善一先行枝払いの有効性

石川知明:臘・浜島利一*，‘

ついて調査し，比較検討を行った。

Ⅱ、調査方法

調査は滋賀県栗太郡栗東町（以

下，栗東という）と滋賀県蒲生郡

日野町（日野）の2カ所で行った。

調査地の概況は表・1のとおりで

ある。

1．作業条件

先行枝払い，普通枝払いともに

1人で作業を行い，かかり木等の

トラブル処理は手またはロープを

使った人力作業とし，伐倒方向は

上方とした。伐倒方向を上方とし

たのは，当地方では材を搬出する

場合の伐倒方向は上方がほとんど

であるという事情による。残存木

ならびに伐倒木の枝払いは，自動

枝打機（セイレイエ業製枝打ちロ

ボットやまびこAB230R)を用

I.はじめに

間伐材の伐木造材作業の能率

(作業功程)および労働安全衛生上

の問題点として，周囲に残存木が

あるためかかり木が発生しやすい，

伐倒木の枝の張りぐあいにより最

適の方向に倒すことができないこ

とがある，あるいは最適の方向に

倒すために多大な労力を必要とす

るなどが挙げられる。林業におけ

る作業別死亡災害発生件数は，伐

木造材作業時がもっとも多く，そ

の主な原因がかかり木処理と枝払

作業であることからl),先に述べ

た問題点を解消すれば，災害の減

少とともに作業功程の向上も図る

ことが可能となる。

このような問題点を解消する1

つの方法として，伐倒木ならびに

残存木の枝を伐倒前に枝払いして

おくことが考えられる。そこで，

伐倒前に間伐木ならびに残存木の

枝払いを行い，その後伐倒して玉

切りする方法（以下，先行枝払い

という）と，伐倒後にチェーンソ

ーで枝払い，玉切りする従来から

の方法（普通枝払い）の2方法に

表･1調査地の概況
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平均傾斜（度）

樹種

林齢（年生）

立木密度（本/ha）

平均樹高（、）

平均胸高直径(c、）

枝下高（、）

間伐率（本数％）

栗東町
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写真･］先行枝払作業（伐倒時に枝

がないため意図した方向へ

容易に倒すことができる）

写真･2普通枝払作業（伐倒時に枝

があるためにかかり木など

のトラブルが発生しやす

い）

表･2作業功程とチェーンソー使用時間（1本当たり）

要素作業時間(秒） ｜ﾁｪー ﾝｿー 使用時間(秒）
先行枝払い｜普通枝払い｜先行枝払い｜普通枝払い

栗東

準備，歩行

鋸断

倒伏

枝払い

玉切り

その他

31.1

130

19.4

16.3

682

6．6

30．0

18．7

832

142．4

50．6

6．9

0.0

8．6

1.2

10.9

9.0

0．0

0.0

11.4

5.9

99.2

11.1

0．0

合計 154.613318 29.71127.6

日野

準備，歩行

鋸断

倒伏

枝払い

玉切り

その他

合計

17.2

11.4

28.1

46.2

242

0．0

127.1

2方法の間に差はほとんど認めら

れなかった。しかし，「鋸断」「倒

伏」「枝払い｣では，普通枝払いの

ほうが多くの時間を要し，「玉切

り」では先行枝払いのほうが多く

の時間を要した。1本当たりの作

業時間は,先行枝払い154.6秒(自

16．6

13．4

46.3

156.0

15．5

00

247.8

0．0

7．5

1.0

35.7

8．2

0.0

52.4

0．0

10．4

4.8

107.2

7．2

0．0

129.6

動枝打機による枝払い所要時間は

含まず）に対して普通枝払い

331.8秒で177.2秒の差があった。

日野における調査では，自動枝

打機による枝払いは，伐倒木のみ

行った。1本当たりの枝払い所要

時間は290秒で，打上げ高は7．5
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会員の広場

mであった。

要素作業時間は，栗東と同様の

傾向を示した。1本当たりの作業

時間は，先行枝払い127.1秒（自

励枝打機による枝払い所要時間は

含まず）に対して普通枝払い

2478秒で，1207秒の差があっ

た。

以上の結果をまとめると，次の

ようになる。

1本当たりの伐木造材作業時間

は，普通枝払いが栗東3318秒，

日野247.8秒に対して先行枝払い

は栗東154.6秒，日野1271秒で

あったが，先行枝払いの作業時間

に自動枝打機による枝払い時間を

加えると，それぞれ494.6秒，

417.1秒となり，1本当たりの伐

木造材の総所要時間では，普通枝

払いよりも先行枝払いの功程が悪

いという結果であった。

しかし，各要素作業時間では多

くの項目で先行枝払いが小さい値

となっていた。特に，「倒伏」「枝

払い」といった災害の発生しやす

い危険な要素作業時間は，著しく

短縮されている。

さらに，今回の自動枝打機によ

る枝払作業は1人1台作業であっ

たが，同様の機械（やまびこ

AB230およびAB160)を1人で

2台使用する作業仕組みでは，1

本当たりの枝打ち所要時間が

192.4秒であったという報告2)が

ある。このことから，枝払作業で

1人2台作業を行えば，栗東につ

いては，先行枝払いの1本当たり

の伐木造材の総所要時間は，普通

枝払いとほぼ同じ程度になる。

しかし，日野では1人2台作業

の枝払作業を行ったとしても，先

行枝払いの作業功程は普通枝払い

よりも悪くなる。これは，栗東で

林業技術No.58819913
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はかかり木等のトラブルが発生し

やすく，日野では発生しにくかっ

たという林分条件の差によるもの

で，2方法間のトラブル発生率お

よびその処理時間の差が栗東では

大きく，日野では小さくなったた

めである。このことから，先行枝

払いの作業功程は，かかり木の発

生しやすい林分では枝払作業の作

業仕組みを工夫すれば，普通枝払

いと同じ程度になると考えられる。

Ⅳ、チェーンソー使用時間

各要素作業ごとに，1本当たり

のチェーンソー使用時間を調査し

た。結果は表・2に示した。

栗東では，すべての要素作業に

おいて，普通枝払いのほうがチェ

ーンソー使用時間が多くなってい

た。1本当たりの使用時間は，先

行枝払い29．7秒に対して普通枝

払い127.6秒で979秒の差があ

り,そのうちの88.3秒がr枝払い」

の差によるものであった。

日野では，「玉切り｣以外のすべ

ての要素作業において，普通枝払

いでの使用時間が多くなっていた。

1本当たりの使用時間は，先行枝

払い52.4秒に対して普通枝払い

また，トラブル発生率は全伐倒

本数に対するそれぞれのトラブル

発生本数の百分率で表すこととし，

トラブル処理時間は「倒伏」の要

素作業時間を用いることとした。

結果は表・3に示した。

栗東の調査では，なんらかのト

ラブルが発生するトラブル発生率

は,先行枝払い14.8％,普通枝払

い70．3％で明らかに差があった。

普通枝払いは，「かかり木（易)」

とrかかり木(難)」のトラブル発

生率がそれぞれ22.2％，25．9％

で，全伐倒本数の約半数にかかり

木が発生していた。また，トラブ

ルの処理時間は，同じ種頃のトラ

ブルであっても普通枝払いのほう

が多くの時間を要していた。

日野でのトラブル発生率は，普

通枝払いが37.5％で,栗東での普

通枝払いより低かった。先行枝払

いでの発生率は12.5％であった。

トラブルの処理時間は，栗東と同

様で普通枝払いのほうが多くの時

間を要していた。

このように，トラブル発生率お

よび処理時間はともに普通枝払い

のほうが大きい。このことは，先

行枝払いはトラブル発生率を低減

できると同時に，たとえトラブル

が発生しても短時間で処理できる

ことを示している。さらに，トラ

ブル処理が容易であることは，労

働災害が起こりにくいことにもな

る。

Ⅵ、先行枝払いの有効性

労働安全衛生の面では，先行枝

払いは，災害の発生しやすい危険

な要素作業時間およびチェーンソ

ー使用時間の短縮，かかり木等の

トラブル発生率の低減とその処理

時間の短縮などのメリットが多い。

作業功程は，かかり木等のトラ

129.6秒で77.2秒の差があり，そ

のうちの715秒が｢枝払い」の差

によるものであった。

以上のことから，チェーンソー

使用時間はほとんどの要素作業で

先行枝払いのほうが少なくなると

ともに，1本当たりの使用時間も

先行枝払いのほうが少ないことが

明確である。

V.かかり木等のトラブル発生

率と処理時間

かかり木等のトラブルは，どの

程度のものをトラブルとするかと

いう明確な基準がないため，調査

ごとにその定義はさまざまであ

る3》･今回の調査では,以下の4種

類に分けることとした。

かかり木(易）：手で揺するかロ

ープをかけて引っ張ることにより

処理できたもの

かかり木(難）：材の元口側の一

部を切り捨てなければ処理できな

かつたもの

噛み：伐倒作業中にチェ

ーンソーのバーを材に挟まれて取

れなくなったもの

方向違い：意図した方向に倒

れなかったもの

表･3トラブル発生率と処理時間

発生率（％）処理時間（秒）

先行枝払い｜普通榎払い｜先行枝払い｜普通枝払い

トラブルなし

かかり木(易）

かかり木嘩）

噛み

方向違い

29.7

22.2

25.9

18.5

37

15.0

320

57.0

41．9

51.3

112.1

160.8

13.0潮

85.2

7．4

0．0

7．4

0．0

栗東

トラブルなし

かかり木(易）

かかり木(難）

噛み

方向違い

０
０
一
一
一

６
５
２
４

375

72.0

60.0

87.5

12.5

0.0

0．0

0.0

625

12.5

25.0

00

0．0

日野

＊追口切りを終え,手で上方へ倒そうとしたとたんに意図していなかった方向へ

倒れてしまったもので，トラブル処理は何もしておらず，そのため処理時間は

「トラブルなし.』よりも小さい値となった

林業技術No.5881991.3



ブル発生率力塙い場合には，自動

枝打機による枝払作業の作業仕組

みを工夫すれば，普通枝払いと同

じ程度にできる可能性がある。

トラブル発生率は，林分状況に

もっとも大きく影響されるが，作

業者の経験や技趣による影響も少

なくない。このことから，先行枝

払いは，かかり木等の発生しやす

い林分で有効な伐木造材方法であ

るだけでなく，作業経験の少ない

作業者でも伐木造材作業を安全に，

しかも普通枝払いと同程度の作業

功程で行える方法であるといえる。

Ⅶ．おわりに

今回は間伐を対象として先行枝

払いの有効性を調査したが，ここ

で明らかとなった項目以外にも先

行枝払いには多くのメリットがあ

ると考えられる。例えば，複層林

施業や択伐林施業の伐採作業で先

行枝払いを行えば，残存木および

下木の損傷が軽減されることが予

想される。今後はこれらの点につ

いても先行枝払いの有効性を検討

していく必要がある。

この調査を進めるにあたり協力

いただいた，重倉安雄，浜島昇，

森清義(大津市南部森林組合)，水

沢弘夫，岡保次（綿向生産森林組

投稿募集要領

43

会員の広場

合)，古瀬忠雄（滋賀県造林公

社)，満井千鶴人(滋賀県大津林業

事務所）諸氏に感謝いたします。

（繋撫灘燕窪）
引用文献

1)労働省労働基準局安全衛生部安全
課：林業，木材･木製品製造業にお
ける労働災害発生状況，林材安全
489，2～9，1989

2)山下俊二ほか：枝打の作業功程と
生理的負担(Ⅵ)－複数の機械に
よる枝打ち時の作業功程，99回日
林誌743～f44,1988
3)山本誠：伐倒補助具としての
Fallboyの評価(1)－構造規格
と作業能率，高知大学演習林報告
14，49～56,1987

■技術体験の紹介，実験･調査等の結果の発表。要点をできるだけ簡単に書いてください(400字詰原稿用

紙12枚以内（図・表・写真を含む)〕

■日常，業務にたずさわっての林業全般（林業政策・技術振興等）に関する意見・要望，本会運営に関す

ること，会誌についての意見等(400字詰原稿用紙8枚以内〕

■身近な問題・話題についての意見・感想等(400字詰原稿用紙8枚以内〕

口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せください。口原稿は誌面の都

合で短くする場合もあります。原稿の採否，掲戦の時期はできるだけ早く本人にご連絡いたします。□

原稿には，住所･氏名（必ずふりがなをつける）・職業（または勤務先）および電話番号を明記してくだ

さい。口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします

口送り先〔〒102〕東京都千代田区六番町7日本林業技術協会編集部

刊行のお知らせ－－－＝－－

＜平成2年度会員配布図書＞

森の虫の10⑪不思議

函

四六判・224頁

定価1,200円

「一寸の虫にも五分の魂｣というように，一見無意味に動き回っているように思われ
る虫たちにもそれぞれの生活があり，ほかの植物や動物と密接な関係を持って暮らし
ています。地球上の動物の中でもっとも種頚が多いといわれる虫たちの，自然界での
生きる仕組みとは？
本書は，まだまだ不思議に満ちた彼らの世界を，思いもよらない事実を交じえなが
らわかりやすく紹介したものです。

購読をご希望の方は，お近くの一般書店でお買い求めいただくか，直接東京書籍㈱までご注文ください
(aO3-3942-4111)。既刊の『森と水のサイエンス』,100不思議シリーズもぜひご利用ください。

▲ 一発行東京書籍株式会社

林業技術No.5881991.3
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閥 耐渭廟

||IIIIIIN

昭和62年度林業試験研究報告書

(報告書31）

平成2年2月

林野庁

この報告書は，都道府県林業試

験研究機関が国の助成を得て実施

した研究の成果報告であり，次の

4課題の研究成果が集録されてい

る。

口非皆伐施業の適応条件に関する

研究

口薬用植物の林地における栽培技

術の開発

口海岸防災林の活力の維持増進に

関するW暁

口自動枝打機の最適使用方法に関

する研究

森林・林業における航空施肥

平成2年3月

㈹農林水産航空協会

本報告は航空機による林地肥培

についての国内外の文献，資料を

取りまとめたものであり，次の項

目からなっている。

I.諸論

1I.国内における航空施肥

In．海外における航空施肥

IV.航空力測gに対するアセスメ

ン1、

高知県林業試験場研究報告

第18号

平成元年12月

高知県林業試験場

口災害多発地帯における降雨強度

の変化に伴う林地崩壊の計量的評

価

研究報告第24号

平成2年3月

広島県立林業試験場

林業技術No.5881991.3

※ここに紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか，頒布先でご覧下さ

るようお願いいたします。IliIllllﾘI

口菌根合成によるマツタケ菌感染

苗の育成

ロマツタケ発生量に影響を及ぼす

要因(1)－降雨量･地温と発生堂

の関係

口低位生産林地におけるヒノキ人

工林育成技術に関する研究一

枝打ち強度の違いが成長に及ぼす

影群について

口ヒノキ樹脂胴枯病防除枝術に関

する研究

口クヌギとアベマキの樹皮及び葉

形態の比較

ロ江田島町山火事跡地の植生回復

一航空実播区域における10年

間の経過

く資料＞

ロリモートセンシングの林業への

利用一広島県におけるランド

サットデータ解析の現状と方向

研究報告No.9

平成2年3月

岡山県林業試験場

ロ西日本におけるヒノキ樹脂胴枯

病の被害と伝播様式

ロヒノキ採種園における不稔種子

の形成

岐阜県林業センター研究報告

第18号

平成2年3月

岐阜県林業センター

ロスギ・ヒノキ人工林における直

径階別収穫量の推定について

口広葉樹大径木の生長経過につい

て

口松くい虫誘引剤で捕獲された松

林の昆虫類

ロ郡上スギの産地化に関する調査

静岡県林業技術センター研究

報告第18号

平成2年3月

静岡県林業技術センター

＜論文＞

ロスギ精英樹次代検定林の成績⑪

－設定15年目の調査結果

ロスギ構造用大断面集成材に関す

る研究一静岡県産スギのラミ

ナ及び集成材の材質と強度性能

ロカメムシ類によるヒノキ球果の

被害とその防除

く資料＞

口針葉樹の林内乾燥に関する研究

一スギの林内葉枯らし効果

口農林水産業用資材等農山漁村地

域における国産材の需要開発に関

する総合研究

口給餌量の違いによる飼育ノウサ

ギのスギ・ヒノキ摂食量の違い

富山県林業技術センター研究

報告No.3

平成2年3月

富山県林業技術センター

ロ富山県の土地利用と森林の分布

ロヌメリスギタケモドキ菌糸体の

培養特性

ロカラマツアラビノガラクタンの

製造（第1報)－マグネシアに

よるアラピノガラクタンの精製

宇都宮大学農学部演習林報告

第26号

平成2年3月

宇都宮大学農学部附属演習林

く論文＞

ロパーソナルコンピュータによる

ランドサット画像データの画素間

演算

ロハイブリッド式林内走行車の開

発W1－傾斜地走行性能

口白色腐朽菌による木材分解の酵

素・組織化学的研究（英文）

口公有地官民有区別と栃木県の実

施過程

く資料＞

ロプルーメライスによる固定試験

林の樹高測定誤差について
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林 業関係行事一覧

月3

区分 行事名 主催団体・会場・行事内容等期間

全 国 第2回全国林業婦人学習の

集い

第12回製材品品評会

第5回'91日本DIYショウ
inOSAKA

国民参加の森林づくりシン

ポジウム-21世紀へあ

なたの力で豊かなみどりを

第1回国産材流通システム

優良事例コンクール（表彰

式）

上州産優良素材展示会

全国林業改良普及協会b三会堂ピル石垣記念ホール（東京都）3.4～5

山
阪

岡山県木材組合連合会。勝山木材市場

細日本ドウ・イット・ユアセルフ協会。rインテック大阪」4．5号館
(大阪市）

国土緑化推進機撒。朝日新聞社朝日ホール(東京都)。テーマ：地球潔
境と木炭を見直す

岡
大

3.6

3.8～10

中 央 3．14

全 国 卿日本木材備蓄機構。麻布グリーン会館(東京都)。地域において，こ

れまで進められてきた国産材流通体制整備の優秀事例を評価，推奨す

ることにより，全国的な国産材流通体制整備の促進につなげる

群馬県素粒生産組合連合会。群馬県中央紫材流通センター

3．15

群 馬 3.16～18

月4

行蕊名 主催団体・会場・行願内容等区分 期間

森林文化協会。東松山森林公園(埼玉県)。テーマ：憩いの森（4～12
月まで毎月1回。計8回を関東近圏で実施）

東京国際見本市協会。晴見国際見本市会場（東京都）

埼
中

第8回朝日グリーンセミナ

第15回東京国際グッドリ
ピングショー

第2回森と花の祭典一

みどりの感謝祭

玉
央

９
９
竜
２－

３
４
８

１
２
２

●

●

句

４
４
４ 国土緑化推進機購。日比谷公園（東京都)。『~みどりの日」記念行事〃

第37回林業技術賞についての予告

施に応用され,また広く普及され,あるいは多大
の成果を収めて，林業技術向上に貢献したと認

められる業績を表彰の対象としております。

本賞は，その結果を毎年5月に開催される総
会の席上で発表し，表彰を行います。

本会は,林業技術の向上に貢献し,林業の振興

に功績があるものに対し，毎年林業技術賞を贈
呈し表彰しておりますが，各支部におかれまし

ては本年度の受賞候補者のご推せんを平成3年
3月末日までにお願いいたします。

なおl.林業技術賞iは，その技術が多分に実

第37回林業技術コンテストについての予告

本会は，わが国林業の第一線で実行または指（1）営林署担当区主任，事業所主任またはこ
導に従事して活躍している林業技術者が，それれに準ずる現場関係職員
ぞれの職域において，林業技術の推進のため努（2）林業改良指導員(AG)あるいは，都道
力し，その結果得た研究の成果や貴重な体験等府県有林機関の現場主任またはこれに準ず
について具体的にその事例や成果を発表するたる現場関係職員

めに，『林業技術コンテスト』を開催しておりま（3）森林組合その他団体，会社等の事業現場

す｡そして審査の結果,林業技術向上のために効で働く林業技術員
果があり，成績が優秀と認められた方を毎年総本年度は，平成3年4月20日までに各支部
会の席上で表彰しております。より，ご推せん方お願いいたします。
参加資格者は次の各号の一に該当する会員です。〔コンテストは平成3年5月下旬の予定〕

材築技術No､5881991.3
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＜締切り迫る＞

第38回森林･林業写真コンクール

作品募集要綱

題材：林業技術(育苗･植栽･保育等，木材生産・
木材利用など)，森林(森林の景観･環境保
全･森林動植物の生態･森林被害など)，磯
山村(生活･風景など)，緑化，森林レクリ
エーション

作品：1枚写其(四ツ切りとし，組写真は含まな
い)。モノクロの部・カラーの部に分ける。

応募資格：応募者は職業写真家でないこと｡なお作品
は自作に限る。

応募点数：制限しない。

記載事項；①題名，②撮影者名（郵便番号･住所･氏
名・年齢・職業・電話番号)，③内容説明，
④撮影場所,⑤撮影年月日,⑥撮影データ
等を記入すること。

注意事項：労働安全衛生規則に定める安全基準に適
合するものであること。例えば,伐木作業
等に保謹帽を着用していない作品は,入選
できないのでご注意ください。

締切：平成3年3月31日（当日消印有効)。

送り先：東京都千代田区六番町7〔〒102]
日本林業技術協会｢第38回森林･林業写真
コンクール」係

作品の帰：入賞作品の版権は主催者に属し,応募作品
属及びネは返却しない｡作品のネガは入賞発表と同
ガの提出時に提出のこと。

審査と：審査は平成3年4月上旬に行い,入選者は
発表会誌｢林業技術」5月号に発表。作品の公

開は随時，同誌上で行う。

審査員：島田謹介(写真家)，八木下弘(写真家)，林
野庁林政課長,林野庁研究普及課長,全国
林業改良普及協会事業部長,日本林業技術
協会常務理事(敬称略・順不同）

表彰：モノクロの部・カラーの部ともに
特選(農林水産大臣賞)各1点賞金10万円
一席(林野庁長官賞）各1点〃5万円
二席(日本材業技術協会徴)各3点〃3万門
三席（〃）各10点〃1万円
佳作各20点記念品

｜讓灘驚蝋瀞隣I

協会のうごき ’

◎海外派遣

1.1月31日～2月13日まで，林
業遺伝子資源情報交流のため，
鈴木理事長および加藤国際事業
部職員が中国へ出張した。
2．2月14日～4月4日まで,PN

Gモデルインフラ整備施工監理

業務のため，今井研修室長をパ
プア・ニューギニアへ派遣した。

3.2月18～25日まで,海外スキー
場レイアウ1､調査のため，水上
調査第一部課長，菊池主任研究
員，桜田北海道事務所部長およ
び工藤同所課長をカナダ国へ派
遣した。
4.2月19～26日まで,海外林業事
前調査のため，安養寺国際事業
部長をインドネシア国へ派遣し
た。

◎営林(支)局業務研究発表会
1.2/6,東京営林局,佐藤常務理事
出席。
2.2/6～7，長野営林局，2/6～8，
大阪営林局，小林総務部長出席。
3.2/7～8，帯広営林支局，小泉常
務理事出席。
4.2/12～13,旭川営林支局,2/

林業技術No.58819913

主催㈱日本林業技術協会後援林野庁

14～15，秋田営林局，伏見理事
出席。
5.2/14～15，高知営林局，安養寺
国際事業部長出席。
6.2/18～19，函館営林支局，佐藤
常務理事出席。
7.2/19～20，青森営林局，伏見理
事出席。
8.2/19～20，前橋営林局，2/21～
22，北海道営林局，鈴木理事長
出席。

◎林業技術研究発表大会
2月5～6日，北海道庁，塩田

北海道事務所所長出席。
◎林業技士養成スクーリング研修
2月4～8日まで，都内主婦会
館において，林業経営部門のスク
ーリング研修を，林野庁造林保全
課藤原課長補佐ほか7名の講師に
より実施した。

◎調査部・技術開発部関係業務
1月19日,農山漁村活性化資源
活用対策緊急調査（国民参加によ
る新たな森林管理システムの構築
に関する調査）委員会を，卿日本
システム開発研究所（港区）にお
いて開催した。

1月26日,松くい虫特別防除の
薬剤飛散・影響調査第3回調査検
討委員会を主婦会館（千代田区）
において開催した。

◎調査研究部関係業務
1.2月18日,保誰林設定等基本調
査第3回委員会を主婦会館（千
代田区）において開催した。
2.2月19日,機能分類に対応した
森林整備のあり方に関する調査
第2回委員会を主婦会館におい
て開催した。
3.2月27日,甲信地域総合整備計
画調査第2回委員会を長野県上
田市において開催した。

平成3年3月10日発行

林業技術

第588号

編集発行人鈴木郁雄
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102)東京笥汗代田区六番町7
電話03(3261)5281㈹～7
FAXO3(3261)5393
（振替東京3-60448番）

RINGYOGIJUTSU

publishedby
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ASSOCIATION

TOKYOJAPAN
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資源環境問題の源流をたずねる

森と水の社会経済史
資源環境問題の源流

田中茂著A5判240頁2,500円(〒310)
森の消失が旱ぱっと土地の荒廃をもたらした経過を、日本のはげ山からソ連、
中国、フィリピン、インドネシアへ、また琵琶湖、川崎、三島の水と中部地方
の山村へとたずねた、30年をこえる著者のライフワーク。

|日本林業調査会 I

〒162東京･都新宿区市谷本.村町3－26ホワイトビル内

電話(03)3269-391:1振替億京)6-98:120番FAX(03)3268-5261日本



○ ■■ ■■■■ロ■■■

T

I
I

I
I
I

I
I

I

I

I
I

I
I
I

I
I

I
I
I
I

I
I
I
I

r

I

I
I
I

I
I
I

I

I
I

I
I
I

I
I
I

I
l
l
I

I
I
l
I

I
I
I

ﾛ■■■ロ■■■ ■■

●森林・林業の発展に，また木材利用促進に寄与で
きれば…の思いを，映像に託してお届けします。
●研修用にノ子供たちの課外授業にノー般の方々へ
の普及キャンペーンなどに，ぜひご活用ください。

★記録映画日本の銘木シリーズ(30分） この緑を灰にするな(20分)￥145,000-
-山火事を防ぐ一

日本の地すべり(30分)……￥160,000￥40,00016mmVHS,βとも

￥150,000￥40,000；チヱンソーとﾘﾓｺﾝ化への歩み(20分)￥100,000￥35,000

¥150,000￥40,000；★木材に関係する…

¥150,000￥40,000;木材(30分)…………¥150.000￥40,000

¥150.000￥40,0001木への期待(22分)…………¥120,000￥40,000

青
屋

森のヒバ

久杉

魚梁瀬杉をたずねて

木曽の ヒノキ

秋 ¥150,000¥40,000i★伸びゆく国有林田 スギ

こつ－6 よみがえる大地(30分)･…･･¥150,000¥40,000
-パイロットフォレストー

★研修。課外授業などに 〔英語版〕￥180,000￥48,000

もり

森林は生きている(50分）
1.森のおいたち2.森の生物たち

¥260,000¥85,000i一億人の森(50分） ￥200,000

森林をたずねて(20分)……¥100,000¥35,000:伸びゆく国有林(50分)…･¥200,000

調氷を育てる(20分）…－…￥100,000￥35,000；国有林(25分） ￥120,000

水のふるさと(20分)……･･･￥100,000￥35,000；森林(50分）
；一北海適の国有林一

￥200,000

奥鬼怒の自然(30分)･･……･￥150,000￥40,000

ある担当区さんの記録(50分)￥200,000-

●その他，映画製作・ビデオ製作も行なっております。

●お問い合わせは……

日本林業技術協会事業部まで。

[=‘溌篝簿謡1審社軍法人亘苓喉輌壗壹舞鐸圭騨呵
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高温(80｡C)に耐え､30,720

データの大記憶容量を持ち

AC電源不要の長期無人観

測を可能にし､抜群のコスト

パフォーマンスを実現。
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ズは､過酷な環境~ドでもそのま蛍野外に潤いて

使用できる小型の商惟能デーータロガーですも

I付概の昭棚挫地力‘らアフリカの砂漉地幣まで

の厳い､使剛環境への納入実織がその備緬

性を証明L定いま塩

既好の各センサを無駄にすることがなく､また及

期無人観測が可能なため､抜群のコストパフォー

マンスで先進の観測システムを爽現しま魂
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●日林協が小・中学生に贈る
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